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このマニュアルの内容

このマニュアルの内容 （『BEA WebLogic Integration 移行ガイ ド』） は以下のとお
りです。

� 第 1 章 「移行の概要」 では、 WebLogic Integration 7.0 に移行する際に役立つ
バッ クグラウンド情報について説明します。

� 第 2 章 「WebLogic Integration 2.1 から  WebLogic Integration 7.0 への移行」
では、 BEA WebLogic Integration 2.1 または BEA WebLogic Integration 2.1 
サービス  パッ ク  1 (SP1) から  BEA WebLogic Integration 7.0 に移行するため
の手順について説明します。

� 第 3 章 「移行に関するその他の ト ピッ ク」 では、 WebLogic Server の信頼関
係およびク ラスタ化された  WebLogic Integration アプリ ケーシ ョ ンの移行に
ついて説明します。 また、 Application Integration アダプタ  EAR ファ イルを
構成する手順についても説明します。

対象読者

『BEA WebLogic Integration 移行ガイ ド 』 は、 WebLogic 7.0 に移行する予定の
WebLogic Integration ユーザ用に設計されています。

e-docs Web サイ ト

BEA 製品のドキュ メ ン トは、 BEA Systems, Inc. の Web サイ ト で入手できます。
BEA のホーム ページで [製品のドキュ メ ン ト ] をク リ ッ クするか、 または
「e-docs」 とい う製品ドキュ メ ン ト  ページ
（http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/index.html） を直接表示して くださ

い。
WebLogic Integration 移行ガイ ド v



このマニュアルの印刷方法

Web ブラウザの [ ファ イル｜印刷 ] オプシ ョ ンを使用する と、Web ブラウザから
このマニュアルを一度に 1 ファ イルずつ印刷できます。

このマニュアルの PDF 版は、 Web サイ トで入手できます。 WebLogic 
IntegrationPDF を Adobe Acrobat Reader で開く と、 マニュアルの全体 （または一

部分） を書籍の形式で印刷できます。 PDF を表示するには、 WebLogic 
Integration ドキュ メ ン トのホーム ページを開き、 [PDF 版 ] ボタンをク リ ッ ク し
て、 印刷するマニュアルを選択します。

Adobe Acrobat Reader がない場合は、 Adobe の Web サイ ト
（http://www.adobe.co.jp/） で無料で入手できます。

関連情報

以下の関連情報があ り ます。

� BEA WebLogic Server 7.0 ドキュ メン ト  
（http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/index.htm）

� BEA WebLogic Integration 2.1 ドキュ メ ン ト  
(http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wlintegration/v2_1/index.html
)

� BEA WebLogic Integration 7.0 ドキュ メ ン ト  
(http://e-docs.beasys.co.jp/wli/docs70/index.html)
vi WebLogic Integration 移行ガイ ド



サポート情報

WebLogic Integration のドキュ メ ン トに関するユーザからのフ ィードバッ クは弊
社にとって非常に重要です。 質問や意見などがあれば、 電子メールで 
docsupport-jp@bea.com までお送り ください。 寄せられた意見については、
WebLogic Integration のドキュ メ ン ト を作成および改訂する  BEA の専門の担当者
が直に目を通します。

電子メールのメ ッセージには、WebLogic Integration 7.0 リ リースのドキュ メ ン ト
をご使用の旨をお書き添え ください。

本バージ ョ ンの BEA WebLogic Integration について不明な点がある場合、または 
BEA WebLogic Integration のインス トールおよび動作に問題がある場合は、BEA 
WebSUPPORT (websupport.bea.com/custsupp) を通じて BEA カスタマ サ
ポート までお問い合わせください。 カスタマ サポートへの連絡方法については、
製品パッケージに同梱されているカスタマ サポート  カードにも記載されていま
す。

カスタマ サポートでは以下の情報をお尋ねしますので、 お問い合わせの際はあ
らかじめご用意ください。

� お名前、 電子メール アドレス、 電話番号およびファ ッ クス番号

� 会社の名前と住所

� お使いの機種と コード番号

� 製品の名前とバージ ョ ン

� 問題の状況と表示されるエラー メ ッセージの内容
WebLogic Integration 移行ガイ ド vii



表記規則

このマニュアルでは、 全体を通して以下の表記規則が使用されています。

表記法 適用

〔Ctrl〕 +
〔Tab〕

複数のキーを同時に押すこ とを示す。

斜体 強調または書籍のタイ トルを示す。

等幅テキスト コード  サンプル、 コマンド とそのオプシ ョ ン、 データ構造体とそ
のメンバー、 データ型、 ディレク ト リ、 およびファ イル名とその

拡張子を示す。 等幅テキス トはキーボードから入力するテキス ト

も示す。

例

#include <iostream.h> void main ( ) the pointer psz

chmod u+w *

\tux\data\ap

.doc

tux.doc

BITMAP

float

太字の等幅テ

キスト

コード内の重要な箇所を示す。

例

void commit ( )

斜体の等幅テ

キスト

コード内の変数を示す。

例

String expr

すべて大文字

のテキス ト

デバイス名、 環境変数、 および論理演算子を示す。

例

LPT1

SIGNON

OR
viii WebLogic Integration 移行ガイ ド



{ } 構文の中で複数の選択肢を示す。 実際には、 この括弧は入力しな

い。

[ ] 構文の中で任意指定の項目を示す。 実際には、 この括弧は入力し

ない。

例

buildobjclient [-v] [-o name ] [-f file-list]... 
[-l file-list]...

| 構文の中で相互に排他的な選択肢を区切る。 実際には、 この記号

は入力しない。

... コマンド ラ インで以下のいずれかを示す。

� 引数を複数回繰り返すこ とができる

� 任意指定の引数が省略されている

� パラ メータや値などの情報を追加入力できる

実際には、 この省略記号は入力しない。

例

buildobjclient [-v] [-o name ] [-f file-list]... 
[-l file-list]...

.

.

.

コード  サンプルまたは構文で項目が省略されている こ と を示す。
実際には、 この省略記号は入力しない。

表記法 適用
WebLogic Integration 移行ガイ ド ix
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1 移行の概要

このマニュアルでは、 WebLogic Integration 2.1 または WebLogic Integration 2.1 
サービス  パッ ク  1 (SP1) から  WebLogic Integration 7.0 に移行するために必要な手
順について説明します。

この章の内容は以下のとおりです。

� 移行する理由

� WebLogic Integration 2.1 以前の リ リースからの移行

� WebLogic Integration の WebLogic Server または WebLogic Portal アプ リ ケー
シ ョ ンへの追加
WebLogic Integration 移行ガイ ド 1-1



1 移行の概要
移行する理由

WebLogic Integration 7.0 と  WebLogic Integration 2.1 または WebLogic Integration 
2.1 サービス  パッ ク  1 (SP1) では次の点が異なるため、 移行が必要とな り ます。

� WebLogic Integration 7.0 の新規のデータベース  スキーマ

� RosettaNet ワークフローの変更

� セキュ リ テ ィ  キース ト アの変更

� ク ラスタ化の変更

� WebLogic Server リ リース  6.1 および 7.0 間での変更点

� 起動スク リプ ト

� ディ レク ト リ構造

� Java メ ッセージング サービス

� エンタープライズ JavaBean (Enterprise JavaBeans: EJB) 2.0

� サーブレ ッ ト

� スレ ッ ド  プールのサイズ

� Web アプリ ケーシ ョ ン

� WebLogic Server ク ラスタ

� Apache Xerces XML パーサ

� Apache Xalan XML ト ランスフォーマ

� セキュ リ テ ィ

注意 : WebLogic Integration 7.0 はソフ ト ウェア フレームワークであ り、
WebLogic Server 7.0 の上に構築されたサービス  セッ トであるため、 これ
らの違いは、 WebLogic Integration 7.0 への移行時に重要とな り ます。

WebLogic Server 7.0 の変更点の詳細については、 『BEA WebLogic Server 7.0 への
アップグレード』 の 「WebLogic Server 6.x からバージ ョ ン 7.0 へのアップグレー
ド」 を参照して ください。 このマニュアルは、 BEA WebLogic Server マニュアル 
セッ トの次の URL にあ り ます。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/upgrade/index.html
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WebLogic Integration 2.1 以前のリ リースからの移行
注意 : このマニュアルで使用されているアップグレードおよび移行は同義語で
す。 移行とは、 従来のリ リースから新規の リ リースへのアップグレード

を指します。 このアップグレード  プロセスを  WebLogic Server の 1 つの
インスタンスから別のものへのク ラスタ対応サービスの移動と混同しな

いでください。

WebLogic Integration 2.1 以前のリリース
からの移行

WebLogic Integration 2.1 サービス  パッ ク  1 (SP1) 以前のリ リースから  WebLogic 
Integration 7.0 に移行する場合、 次の図のよ うにまず WebLogic Integration 2.1 
SP1 へアップデートする必要があ り ます。

図 1-1   WebLogic Integration 2.1 サービス パック 1 への移行パス
WebLogic Integration 移行ガイ ド 1-3



1 移行の概要
WebLogic Integration 2.1 SP1 からの移行後、 このガイ ドの WebLogic Integration 
2.1 SP1 から  WebLogic Integration 7.0 への移行のための手順に従います。

注意 : We ｂ Logic Integration 2.0 から  WebLogic Integration 7.0 へ移行する場合、

次の 2 段階の手順を実行して移行するこ とをお勧めします。1) WebLogic 
Integration 2.0 から  WebLogic Integration 2.1 SP1 へ移行し、 2) WebLogic 
Integration 2.1 SP1 から  WebLogic Integration 7.0 へ移行します。移行手順

を最小限に押さえられるため、 この移行手順をお勧めします。 次の 3 段
階の手順の代わりにこの 2 段階の手順をお勧めします。 1) WebLogic 
Integration 2.0 から  WebLogic Integration 2.1 へ移行し、 2) WebLogic 
Integration 2.1 から  WebLogic Integration 2.1 SP1 へ移行し、 3) WebLogic 
Integration 2.1 SP1 から  WebLogic Integration 7.0 へ移行します。

以前の リ リースから  WebLogic Integration 2.1 SP1 への移行の詳細については、

次の URL の 『WebLogic Integration リ リース 2.1 への移行』 を参照して くださ
い。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wlintegration/v2_1/migrate/index
.htm

WebLogic Integration の WebLogic Server 
または WebLogic Portal アプリケーション
への追加

第 2 章 「WebLogic Integration 2.1 から  WebLogic Integration 7.0 への移行」 に記
載されている手順は、 WebLogic Integration 2.1 または WebLogic Integration 2.1 
SP １  から  WebLogic Integration 7.0 への手順です。 WebLogic Integration を  
WebLogic Server または WebLogic Portal の以前のリ リースの 7.0 バージ ョ ンに基
づいた既存のアプ リ ケーシ ョ ンに追加する方法については説明されていません。

WebLogic Integration を  WebLogic Server または WebLogic Portal アプリ ケーシ ョ
ンに追加する場合、 追加に影響を及ぼす可能性のあるセキュ リ テ ィ  レルムの違
いが存在します。 詳細については、 次の URL の BEA WebLogic Platform ドキュ
メ ン ト群に含まれている 『WebLogic Platform 7.0 Security の概要』 を参照して く
ださい。
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WebLogic Integration の WebLogic Server または WebLogic Portal アプリケーシ ョ ン
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/platform/docs70/secintro/index
.html
WebLogic Integration 移行ガイ ド 1-5



1 移行の概要
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2 WebLogic Integration 2.1 から  
WebLogic Integration 7.0 への移

行

この章では、BEA WebLogic Integration 2.1 または BEA WebLogic Integration 2.1 
サービス  パッ ク  1 (SP1) から  BEA WebLogic Integration 7.0 に移行する手順につ
いて説明します。

この章の内容は以下のとおりです。

� 手順 1. WebLogic Integration 2.1 データベース接続情報の取得

� 手順 2. WebLogic Integration 2.1 アプリ ケーシ ョ ンの停止

� 手順 3. アプリ ケーシ ョ ンのバッ クアップ

� 手順 4. WebLogic Integration 7.0 のインス トール

� 手順 5. 新しいド メ インの作成およびデータベース情報のコンフ ィグレーシ ョ
ン

� 手順 6. データベースの移行

� 手順 7． WebLogic Integration アプリ ケーシ ョ ンのコンポーネン ト の移行

� 手順 8. セキュ リ テ ィ  レルム データの移行

� 手順 9. セキュ リ テ ィのキース ト アへの移行

� 手順 10. RosettaNet ワークフローの移行

� 手順 11. アプ リ ケーシ ョ ン  ビューのデプロイ

� 手順 12． WebLogic Integration アプリ ケーシ ョ ンの開始およびテス ト
WebLogic Integration 移行ガイ ド 2-1



2 WebLogic Integration 2.1 から  WebLogic Integration 7.0 への移行
手順 1. WebLogic Integration 2.1 データ
ベース接続情報の取得

この手順の後半に （2-6 ページの 「手順 5. 新しいド メ インの作成およびデータ
ベース情報のコンフ ィグレーシ ョ ン」） WebLogic Integration 2.1 または WebLogic 
Integraiton 2.1 SP1 のインス トールのデータベース  コンフ ィ グレーシ ョ ンについ
ての情報が必要とな り ます。 その情報を今取得して、 後で使用できるよ うにしま

す。

情報を取得するには、 次の手順を実行します。

1. WebLogic Integration 2.1 または WebLogic Integration 2.1 SP １  データベース  
ウ ィザードを開始するために、 プラ ッ ト フォームに合わせて適切な手順を実

行します。

� Windows:

a. WebLogic Integration 2.1 または WebLogic Integration 2.1 SP1 データベース
情報を含むド メ インを選択します。

b. 該当する ド メ インのデータベース  ウ ィザードを開始します。

対象ド メイン 選択

wlidomain ［ス ター ト｜ BEA WebLogic E-Business Platform｜

WebLogic Integration 2.1 ｜ Configure］

samples ［ス ター ト｜ BEA WebLogic E-Business Platform ｜

WebLogic Integration 2.1 ｜ Samples｜ Configure］

eaidomain ［ス ター ト｜ BEA WebLogic E-Business Platform ｜

WebLogic Integration 2.1｜Additional Preconfigured 
Domains ｜ EAI Domain ｜ Configure］

bpmdomain ［ス ター ト｜ BEA WebLogic E-Business Platform ｜

WebLogic Integration 2.1｜Additional Preconfigured 
Domains ｜ BPM Domain ｜ Configure］
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手順 1. WebLogic Integration 2.1 データベース接続情報の取得
[Choose Configuration Option] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

� UNIX:

a. 次のコマンドを実行します。

cd WLI_HOME/bin
wliconfig

[Choose BEA Home Directory] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

b. 既存の BEA ホーム  ディ レク ト リ を選択し、 [Next] をク リ ッ ク します。

[Choose Domain to Configure] ダイアログ  ボッ ク スが表示されます。

c. ド メ インを選択し、 [Next] をク リ ッ ク します。

[Choose Configuration Option] ダイアログ ボッ クスが表示されます。

2. [Switch Database] を選択し、 [Next] をク リ ッ ク します。

[Select Database] ダイアログ  ボッ クスが表示されます。

3. データベースの種類 （Oracle、 Microsoft SQL Server、 または Sybase） を選択
し、 [Next] を選択します。

［Configure database_type Database］ ダイアログ  ボッ クスが表示されます。
ウ ィ ンド ウ  タイ トルの database_type が選択したデータベースの種類の名
前に置きかえられます。 この例では Microsoft SQL が選択されているため、
［Configure Microsoft SQL Database］ ダイアログ ボッ クスが表示されます。
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2 WebLogic Integration 2.1 から  WebLogic Integration 7.0 への移行
4. フ ィールドに含まれるデータベース  コンフ ィ グレーシ ョ ン情報を記録しま
す。 この情報は 2-6 ページの 「手順 5. 新しいド メ インの作成およびデータ
ベース情報のコンフ ィグレーシ ョ ン」 で必要とな り ます。

5. ［Exit］ をク リ ッ ク します。

手順 2. WebLogic Integration 2.1 アプリ
ケーションの停止

WebLogic Integration 7.0 に移行する前に WebLogic Integration 2.1 または 
WebLogic Integration 2.1 SP1 アプリ ケーシ ョ ンを停止します。 次のこ と を確認し
ます。

� WebLogic Integration アプリ ケーシ ョ ンが静止状態にある こ と。

� アプリ ケーシ ョ ンの WebLogic Server のすべてのインスタンスがシャ ッ ト ダ
ウンされているこ と。

� メ ッセージが送信されていないこ と。
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手順 3. アプリケーシ ョ ンのバッ クアップ
手順 3. アプリケーシ ョンのバックアップ

WebLogic Integration 7.0 に移行する前に次のバッ クアップを行う こ と をお勧めし
ます。

� データベース全体

� WebLogic Integration アプリ ケーシ ョ ンを含む次のディ レク ト リおよびファ
イル

� config.xml ファ イル

� 証明書およびプライベート  キー （使用している場合）

� ビジネス  オペレーシ ョ ンで使用されているク ラスおよび JAR ファ イル
（使用している場合）

� セキュ リ テ ィ  レルム データ

すべての WebLogic Integration リ ポジ ト リ情報およびワークフローをエクスポー
トするこ と もお勧めします。

� WebLogic Integration リポジ ト リ情報のエクスポート方法については、 『B2B 
Integration Administration Console オンライン ヘルプ』 の 「B2B Integration 
のコンフ ィグレーシ ョ ン」 の 「 リポジ ト リ  データのエクスポート 」 を参照し
て ください。 エクスポートの リ ポジ ト リ  エンティテ ィ を選択する場合、 [エ
クスポートする範囲 ] フ ィールドの [All] を選択します。

� WebLogic Integration Studio を通して  WebLogic Integration ワークフローを
エク スポートする方法については、 『WebLogic Integration Studio ユーザーズ 
ガイ ド』 の 「ワークフロー パッケージのインポート とエクスポート 」 を参照
して ください。

手順 4. WebLogic Integration 7.0 のインス
トール

2 つのモードのいずれかで WebLogic Integration 7.0 をインス トールします。
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2 WebLogic Integration 2.1 から  WebLogic Integration 7.0 への移行
� カスタム インス トール ― このモードでインス トールし、 WebLogic 
Integration コンポーネン ト を選択した場合、 WebLogic Server コンポーネン
ト も自動的にインス トールされます。

� 標準的なインス トール ― このモードでインス トールした場合、 WebLogic 
Server、 WebLogic Integration、 WebLogic Portal、 および WebLogic 
Workshop コンポーネン ト がデフォル トで自動的にインス トールされます。

手順については次の URL の BEA WebLogic Platform マニュアル セッ トに含まれ
ている 『BEA WebLogic Platform インス トール ガイ ド』 を参照して ください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/platform/docs70/install/index.
html

警告 : インス トール完了後に新しい  WebLogic Integration リ ポジ ト リ または

データベースを作成しないでください。 RunSamples スク リプ ト を実行

しないでください。

手順 5. 新しいド メインの作成およびデータ
ベース情報のコンフ ィグレーシ ョン

WebLogic Server ド メ インのディ レ ク ト リ構造はリ リース  6.x と  7.0 では異なり ま
す。 この変更は、 環境変数の多くのスク リプ トおよび設定に影響します。 たとえ

ばディ レ ク ト リ構造の変更はクラスパスおよびパス環境変数および WebLogic 
Integration を起動するスク リプ ト （startWebLogic） の設定に影響します。 その
ため、 この手順は 2-14 ページの 「手順 7． WebLogic Integration アプリ ケーシ ョ
ンのコンポーネン ト の移行」 に記載のとおり、 新しい WebLogic Integration 7.0 
ド メ インの作成および WebLogic Integration アプ リ ケーシ ョ ン特有のコンポーネ
ン トのド メ インへの移動について説明しています。

次の手順では、 1 つのサーバ （スタンドアロン） のコンフ ィグレーシ ョ ンの新し

いド メ インを作成できます。 複数のサーバのコンフ ィ グレーシ ョ ンの作成方法に

ついては 『WebLogic Integration ソ リ ューシ ョ ンのデプロイ メン ト 』 の 「ク ラス

タ  デプロイ メ ン トのコンフ ィ グレーシ ョ ン」 の 「手順 2. WebLogic Integration ド
メ インの作成」 を参照して ください。

1 つのサーバの新しいド メ インを作成およびカスタマイズするには、 次の手順を
実行します。
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手順 5. 新しいド メ インの作成およびデータベース情報のコンフ ィグレーシ ョ ン
1. コンフ ィグレーシ ョ ン ウ ィザードを実行するために、 プラ ッ ト フォームに適
した手順を実行します。

� Windows システムの場合、 3 種類の方法が存在します。

� メニューからコンフ ィグレーシ ョ ン  ウ ィザードを開始するには、 次の手

順を実行します。

[ スタート｜プログラム｜ BEA WebLogic Platform 7.0｜ Domain 
Configuration Wizard] を選択します。

� コマンド ラインからグラフ ィ カル モードのコンフ ィグレーシ ョ ン  ウ ィ
ザードを開始するには、 次の手順を実行します。

cd c:\bea\weblogic700\integration
setenv.cmd
cd c:\bea\weblogic700\common\bin
dmwiz

� コンソールまたはテキス ト  ベース  モードのコンフ ィグレーシ ョ ン ウ ィ
ザードを開始するには、

cd c:\bea\weblogic700\integration
setenv.cmd
cd c:\bea\weblogic700\common\bin
dmwiz console

� UNIX システムの場合、 2 種類の方法が存在します。

� グラフ ィ カル モードからコンフ ィグレーシ ョ ン ウ ィザードを開始するに
は、 次の手順を実行します。

cd /home/joe/bea/weblogic700/integration
. setenv.sh
cd /home/joe/bea/weblogic700/common/bin
dmwiz.sh

� コンソールまたはテキス ト  ベース  モードのコンフ ィグレーシ ョ ン ウ ィ
ザードを開始するには、 次の手順を実行します。

cd /home/joe/bea/weblogic700/integration
. setenv.sh
cd /home/joe/bea/weblogic700/common/bin
dmwiz.sh console

[ ド メ インのタイプと名前を選択 ] ウ ィ ンド ウが表示されます。

詳細については、 次の URL の BEA WebLogic Platform マニュアル セッ トに
含まれている 『Configuration Wizard の使い方』 を参照して ください。
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2 WebLogic Integration 2.1 から  WebLogic Integration 7.0 への移行
http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/platform/docs70/confgwiz/in
dex.html

2. アプリ ケーシ ョ ンで必要な WebLogic Integration のコンポーネン ト が含まれ
る ド メ イン テンプレー ト を選択します。

これらのテンプレー トの詳細については、 『WebLogic Integration の起動、 停
止およびカスタマイズ』 の 「はじめに」 の 「WebLogic Integration コンフ ィ
グレーシ ョ ン テンプレート 」 および次の URL の BEA WebLogic Platform マ
ニュアル セッ ト にある 『Configuration Wizard Template リ ファレンス』 を参
照して ください。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/platform/docs70/template/in
dex.html

警告 : 新しいド メ インを作成するための WebLogic Integration テンプ
レート を選択して ください。 WebLogic Server または WebLogic 
Portal テンプレー トは使用しないでください。 WebLogic 
Integration テンプレート を指定する こ とによ り、 互換モードの 
WebLogic Server 6.x セキュ リ テ ィ  レルムに基づいたド メ インがこ
の手順で作成されます。 この WebLogic Integration の リ リースで
は、 LDAP に基づいた新しい WebLogic Server 7.0 レルムはサポー
ト されません。 WebLogic Server テンプレー ト を選択して新しい
ド メ インを作成した場合、 新しいド メ インは LDAP に基づいた新
しい WebLogic Server 7.0 セキュ リ テ ィ  レルムを使用します。

WebLogic Integration アプリケーションが次の 
WebLogic Integration 機能を使用している場合

次のド メイン テンプレートを選択します。

Application Integration、 Data Integration、 BPM 
(Business Process Management)、 および B2B 
Integration

WLI (WebLogic Integration) ド メ イン

Application Integration、 Data Integration、 および
BPM (Business Process Management)

EAI (Enterprise Application Integration) 
ド メ イン

BPM (Business Process Management) BPM (Business Process Management) ド
メ イン
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手順 5. 新しいド メ インの作成およびデータベース情報のコンフ ィグレーシ ョ ン
注意 : 使用している  WebLogic Integration 2.1 アプリ ケーシ ョ ンで使用する
ものと同じ ド メ イン  タイプを選択するこ とをお勧めします。 たとえ

ば、 WebLogic Integration 2.1 アプリ ケーシ ョ ンでコンフ ィグレーシ ョ

ン済みの EAI ド メ イン を使用した場合、 この手順の EAI ド メ イン テ
ンプレート を選択します。

3. [ サーバ タイプを選択 ] ダイアログ ボッ クスから  [Single Server (Standalone 
Server)] を選択します。

4. 必要に応じて新しいド メ インを作成するために必要な情報を入力します。 こ

のプロセスが完了したと きに、 [ コンフ ィグレーシ ョ ン  ウ ィザードが完了し

ました ] ダイアログ ボッ クス  から  [ コンフ ィ グレーシ ョ ン ウ ィザードを終

了します ] を選択し、 [Done] ボタンをク リ ッ ク して、 コンフ ィグレーシ ョ ン  
ウ ィザードを終了します。

5. （省略可能） コ メ ン ト に組み込まれたコンフ ィ グレーシ ョ ン情報を含む、 生

成された config.xml ファ イルのコピーを保存します。 WebLogic Server の
インスタンスが開始されたと きにコ メン ト は削除されます。 使用しているオ

ペレーテ ィング  システムに適したコマンドを入力して既存の config.xml 
ファ イルのコピーを作成します。

� Windows:

copy config.xml config.xml.backup

� UNIX:

cp config.xml config.xml.backup

6. 新しいド メ インのデータベース接続情報のコンフ ィ グレーシ ョ ンを行いま

す。 手順 1 から  4 で作成した新しいド メ インで WebLogic Integration 
Database Wizard (wliconfig) を起動します。

たとえば、 デフォル ト のロケーシ ョ ンで mydomain とい う名前のド メ インを

作成した場合、 使用しているオペレーティ ング  システムに合ったコマンドを

入力します。

� Windows:

cd %BEA_HOME%\user_projects\mydomain
wliconfig

� UNIX:

cd $BEA_HOME/user_projects/mydomain
wliconfig

[ コンフ ィグレーシ ョ ン  オプシ ョ ンの選択 ] ウ ィン ド ウが表示されます。
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2 WebLogic Integration 2.1 から  WebLogic Integration 7.0 への移行
7. 図のよ うに、 [ データベースの切り替え ] オプシ ョ ンを選択し、 [Next] をク

リ ッ ク します。

図 2-1   [ コンフ ィグレーション オプションの選択 ]

[ データベースの選択 ] ウ ィン ド ウが表示されます。

8. WebLogic Integration 2.1 または WebLogic Integration 2.1 SP1 アプ リ ケーシ ョ

ンで使用している ものと同じデータベース  タイプを選択します。

[ データベースのコンフ ィ グレーシ ョ ン ] ウ ィ ン ドウが表示されます。

9. 2-2 ページの 「手順 1. WebLogic Integration 2.1 データベース接続情報の取
得」 で記載したデータベース接続情報を入力します。 [Next] をク リ ッ ク しま
す。

データベース ウ ィザードのコンフ ィグレーシ ョ ンが終了したと きに、 [ 変更
の成功 ] ウ ィ ン ドウが表示されます。

10. [Finish] をク リ ッ ク します。
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手順 6. データベースの移行
データベース  ウ ィザードの実行の詳細については 『WebLogic Integration の起
動、 停止およびカスタマイズ』 の 「WebLogic Integration のカスタマイズ」 の

「データベース  ウ ィザードの使用法」 を参照して ください。

警告 : このド メ インの WebLogic Server のインスタンスの開始およびデータ

ベースの作成は行わないでください。

WebLogic Integration のシステム ID

WebLogic Integration 2.1 および WebLogic Integration 2.1 SP1 では 2 つのユーザ 
ID が使用されます。 wlpisystem および wlcsystem です。 WebLogic Integration 
7.0 では 2 つのシステム ユーザ ID が 1 つのシステム ユーザ ID に置き換えられま

す。 wlisystem. ( 『WebLogic Integration の起動、 停止およびカスタマイズ』 の

「WebLogic Integration のカスタマイズ」 の 「新しいド メ インの作成とカスタマイ

ズ」 に説明されているよ うに ) WebLogic Integration の新しいド メ インを作成し

た場合、 システム ユーザ ID、 wlisystem のみが作成されます。

手順 6. データベースの移行

この節では WebLogic Integration 2.1 または WebLogic Integration 2.1 サービス  
パッ ク  1 (SP1) から  WebLogic Integration 7.0 フォーマッ トへのデータベース  ス
キーマの変換手順について説明します。 このアップグレード手順は、 図 2-2 の
データベースの移行と記された灰色の矢印によって表されています。
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2 WebLogic Integration 2.1 から  WebLogic Integration 7.0 への移行
図 2-2   WebLogic Integration 7.0 データベースの移行

警告 : この移行の手順は 1 つのリポジ ト リ をアップデート します。 既存のデー
タベース  インスタンスから新しいインスタンスへのリポジ ト リ  データの
移行はサポート されていません。

既存の リポジ ト リ  データを WebLogic Integration 7.0 フォーマッ トにアップデー
トするには、 次の手順を実行します。

1. WebLogic Integration ホーム ディ レク ト リに行き、 setenv スク リプ ト を実行
して最上位レベルの WebLogic Integration 環境変数を設定します。 これらの
タスクを行う ために実行するコマンドは、 使用するプラ ッ ト フォームによっ

て異な り ます。

� Windows:

cd c:\bea\weblogic700\integration
setEnv.cmd

� UNIX:
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手順 6. データベースの移行
cd /home/joe/bea/integration
. setenv.sh

2. テキス ト  エディ タで、 WLI_HOME\dbscripts\migrate\SystemRepData.xml 
ファ イルを開き、 次のリ ス トの太字表示された行を追加します。

コード  リス ト  2-1   SystemRepData.xml

<?xml version="1.0"?>
<!DOCTYPE wlc SYSTEM "WLC.dtd">
<wlc

system-password="wlisystem"
ignore-wlc="true"

>

3. WebLogic Integration ホーム ディ レク ト リの bin ディ レ ク ト リに移動します。

たとえば、

� Windows:

cd c:\bea\weblogic700\integration\bin

� UNIX:

cd /home/joe/bea/weblogic700/integration/bin

4. 2-6 ページの 「手順 5. 新しいド メ インの作成およびデータベース情報のコン
フ ィグレーシ ョ ン」 で作成したド メ インで setdomain スク リプ ト を実行しま

す。 たとえば、

� Windows:

setdomain c:\bea\user_projects\mydomain

� UNIX:

setdomain /home/joe/bea/user_projects/mydomain

5. 2-6 ページの 「手順 5. 新しいド メ インの作成およびデータベース情報のコン
フ ィグレーシ ョ ン」 でコンフ ィグレーシ ョ ンを行ったデータベースで 
switchdb ス ク リプ ト を実行します。 たとえば、

switchdb oracle
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2 WebLogic Integration 2.1 から  WebLogic Integration 7.0 への移行
有効なオプシ ョ ンの詳細を含むこのコマンドの説明については 『WebLogic 
Integration の起動、 停止およびカスタマイズ』 の 「WebLogic Integration コ
マンド」 を参照して ください。

6. リポジ ト リ  データを  WebLogic Integration 2.1 または WebLogic Integration 
2.1 SP1 から  WebLogic Integration 7.0 ド メ インにアップデートするための移

行スク リプ ト を実行します。

migratedb

手順 7． WebLogic Integration アプリケー
ションのコンポーネン トの移行

2-6 ページの 「手順 5. 新しいド メ インの作成およびデータベース情報のコンフ ィ
グレーシ ョ ン」 では新しい WebLogic Integration ド メ インを作成しました。 この
手順では、 WebLogic Server アプリ ケーシ ョ ン固有のコンポーネン ト を  
WebLogic Integration 2.1 または WebLogic Integration 2.1 SP1 アプリ ケーシ ョ ンか

ら新しいド メ インへ移行します。

注意 : こ こで使用されているよ うに、 WebLogic Integration アプリ ケーシ ョ ン と
は、 WebLogic Integration に基づき開発したアプ リ ケーシ ョ ンを示しま

す。 config.xml ファ イルの WebLogic Application アプリ ケーシ ョ ン

要素とは異な り ます。

WebLogic Server アプ リ ケーシ ョ ン固有のコンポーネン トには次のよ う なものが

あ り ます。

� JMS キュー

� エンタープライズ アプリ ケーシ ョ ン  ― エンタープライズ  アプリ ケーシ ョ ン

には複数の EJB、 Web アプリ ケーシ ョ ン、 および Connector Modules が含ま
れます。

� エンタープライズ JavaBean (Enterprise JavaBeans: EJB)

� Web アプリ ケーシ ョ ン

� コネク タ
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警告 : このアプ リ ケーシ ョ ンのために開発したアプ リ ケーシ ョ ン固有コンポー

ネン ト のみを移行します。 WebLogic Integration が使用するコンポーネン
トは移行しないでください。 たとえば、WebLogic Integration で使用する  
JMS キューは移行しませんが、 WebLogic Integration 2.1 または 
WebLogic Integration 2.1 SP1 アプリ ケーシ ョ ンのために開発したカスタ

ム JMS キューは移行する必要があ り ます。 We ｂ Logic Integration で使用
する  JMS キューは、 2-6 ページの 「手順 5. 新しいド メ インの作成および
データベース情報のコンフ ィ グレーシ ョ ン」 で新しいド メ インを作成す

る と きに生成される config.xml ファ イルに自動的に含まれます。

警告 : WebLogic Integration 2.1 または WebLogic Integration 2.1 SP1 ド メ イン 
ディ レ ク ト リから  WebLogic Integration 7.0 ド メ イン ディ レク ト リへ、
ファ イル （config.xml など） をコピーしないでください。 WebLogic 
Server 7.0 ド メ インのディ レ ク ト リ構造の変更のため、 WebLogic Server 
6.x ファ イルは WebLogic Server 7.0 と互換性があ り ません。

これらの WebLogic Server コンポーネン ト の移行手順および WebLogic Server 6.x 
から  WebLogic Server 7.0 への移行の詳細については、『BEA WebLogic Server 7.0 
へのアップグレード 』 の 「WebLogic Server 6.x からバージ ョ ン 7.0 へのアップグ
レード」 を参照して ください。 このマニュアルは、 BEA WebLogic Server マニュ
アル セッ トの次の URL にあ り ます。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/upgrade/index.html

注意 : このマニュアルで使用されているよ うにアップグレードおよび移行は同

義語です。 移行とは、 従来のソフ ト ウェアの リ リースから新しい リ リー

スへのアップグレードを指します。 このアップグレード  プロセスを 
WebLogic Server の 1 つからのク ラスタ対応サービスの移動と混同しない
でください。

WebLogic Integration 7.0 は WebLogic Server 7.0 の上に構築されているため、
WebLogic Server 6.x から  WebLogic Server 7.0 への移行は、WebLogic Integration 
7.0 の移行に影響します。

警告 : WebLogic Server 7.0 は LDAP に基づく新しいセキュ リ テ ィ  レルムをサ
ポート しています。 WebLogic Integration 7.0 は LDAP に基づく新しいセ
キュ リテ ィ  レルムはサポート していません。 WebLogic Integration 7.0 は 
File および RDBMS レルムの両方をサポート している  Compatibility レル
ムをサポート しています。
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アプリケーション統合

使用しているアプ リ ケーシ ョ ンが、 WebLogic Integration によって提供されてい
るアプリ ケーシ ョ ン統合機能を呼び出す場合、 Application Integration アダプタ  
EAR ファ イルのコンフ ィグレーシ ョ ンを行う必要があ り ます。 手順については、
3-3 ページの 「Application Integration アダプタ  EAR ファ イルのコンフ ィ グレー
シ ョ ン」 を参照して ください。

アプリケーション固有の JAR ファイル

WebLogic Integration 2.1 または WebLogic Integration 2.1 SP1 アプリ ケーシ ョ ンの
アプリ ケーシ ョ ン固有 JAR ファ イルを作成する場合、WLI_HOME/lib ディ レク ト
リ （WLI_HOME は WebLogic Integration 7.0 ホーム ディ レク ト リの場所を表す） に
それらの JAR ファ イルをコピーする必要があ り ます。

警告 : アプリ ケーシ ョ ン統合 JAR ファ イルを WebLogic Integration 2.1 または 
2.1 SP1 アプリ ケーシ ョ ンから  WebLogic Integration 7.0 アプ リ ケーシ ョ ン
へコピーしないでください。 詳細については、 2-18 ページの 「アプ リ

ケーシ ョ ン統合 CLASSPATH および アダプタ  パッケージを変更する」
を参照して ください。

アプ リ ケーシ ョ ン固有の JAR のエン ト リ を 2-6 ページの 「手順 5. 新しいド メ イ
ンの作成およびデータベース情報のコンフ ィグレーシ ョ ン」 で作成した  
WebLogic Integration 7.0 ド メ インの config.xml および application.xml ファ
イルに追加する必要があ り ます。

WebLogic Integration J2EE コンポーネン トは分解された形式でデプロイ されま
す。 分解された形式で J2EE コンポーネン ト をデプロイするには、 config.xml 
ファ イル内で JAR ファ イルを指定する と きに新しい構文を使用する必要があ り
ます。 WebLogic Integration 2.1 または WebLogic Integration 2.1 config.xml ファ
イルから  WebLogic Integration 7.0 config.xml ファ イルにアプリ ケーシ ョ ン固有
の JAR エン ト リ を直接カッ ト  アンド  ペース ト しないでください。 代わりに
『WebLogic Integration の起動、 停止およびカスタマイズ』 の 「WebLogic 
Integration のカスタマイズ」 の 「WebLogic Integration Application 要素に EJB を
追加する」 の手順に従ってください。
2-16 WebLogic Integration 移行ガイ ド
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startWebLogic スクリプト

WebLogic Integration 2.1 または WebLogic Integration 2.1 SP1 アプリ ケーシ ョ ンで

実行する  startWebLogic スク リプ ト にカスタム変更を加えた場合、 2-6 ページ
の 「手順 5. 新しいド メ インの作成およびデータベース情報のコンフ ィ グレー
シ ョ ン」 で作成した  WebLogic Integration 7.0 の startWebLogic スク リプ ト に同
じ変更を加える必要があ り ます。 たとえば、 ビジネス  オペレーシ ョ ンを含んだ
アプ リ ケーシ ョ ン固有 JAR ファ イルを startWebLogic スク リプ ト の CLASSPATH 
に追加した場合、同じ  JAR ファ イルを  WebLogic Integration 7.0 startWebLogic 
スク リプ ト （Windows システムの場合は startWebLogic.cmd、 UNIX システム
の場合は startWebLogic.sh） の CLASSPATH にも追加する必要があ り ます。

詳細については、 『WebLogic Integration の起動、 停止およびカスタマイズ』 の
「WebLogic Integration のカスタマイズ」 にある 「Java Class の CLASSPATH への
追加」 を参照して ください。

setenv スクリプト

WebLogic Integration 2.1 または WebLogic Integration 2.1 SP1 アプ リ ケーシ ョ ンの 
setenv スク リプ ト がカスタマイズされている場合、 2-6 ページの 「手順 5. 新し
いド メ インの作成およびデータベース情報のコンフ ィグレーシ ョ ン」 で作成した 
WebLogic Integration 7.0 ド メ インの setenv スク リプ ト を同様にカスタマイズす
る必要があ り ます。 たとえばビジネス  オペレーシ ョ ンを含むアプリ ケーシ ョ ン
固有の JAR ファ イルを  setenv スク リプ トの CLASSPATH に追加した場合、 同じ  
JAR ファ イルを  WebLogic Integration 7.0 setenv スク リプ トの CLASSPATH に追加
する必要があ り ます。 このスク リプ ト の名前は、 Windows システムでは 
setenv.cmd であ り、 UNIX システムでは setenv.sh です。

詳細については、 『WebLogic Integration の起動、 停止およびカスタマイズ』 の
「WebLogic Integration のカスタマイズ」 にある 「Java Class の CLASSPATH への
追加」 を参照して ください。
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アプリケーション統合 CLASSPATH および アダプ
タ  パッケージを変更する

WebLogic Integration 2.1 または WebLogic Integration 2.1 SP １  アプ リ ケーシ ョ ン
では、 WebLogic Server のインスタンスの システム CLASSPATH にアダプタ  Java 
ク ラスを追加する必要があ り ます。WebLogic Integration 7.0 アプリ ケーシ ョ ンで
は、 アダプタ  Java ク ラスは 1 つの完全に独立した EAR ファ イルにパッケージ化
されている必要があ り ます。 アダプタ  Java ク ラスまたは JAR ファ イルを 
WebLogic Integration 7.0 インス ト レーシ ョ ンに移動しないでください。 また、 ア
ダプタ  ク ラスを WebLogic Integration CLASSPATH に追加しないでください。アダ
プタ  EAR ファ イルのコンフ ィグレーシ ョ ン手順については、 3-3 ページの
「Application Integration アダプタ  EAR ファ イルのコンフ ィ グレーシ ョ ン」 を参照
して ください。

B2B 転送サーブレッ ト

WebLogic Integration 7.0 アプ リ ケーシ ョ ンが WebLogic Integration で提供されて
いる  B2B (Business-To-Business Integration) を使用している場合、 デフォル ト  
Web アプリ ケーシ ョ ンのデプロイ メ ン ト記述子に TransportServletFilter の
エン ト リ を追加する必要があ り ます。 ド メ インを作成したと きに （2-6 ページの
「手順 5. 新しいド メ インの作成およびデータベース情報のコンフ ィ グレーシ ョ
ン」 を参照） B2B 機能を含んだテンプレー ト を使用した場合、 ド メ インにはす
でに TransportServletFilter のエン ト リがあ り ます。

たとえば WLI ド メ イン テンプレー トでド メ インを作成した場合、 次のリ ス ト の
よ うに DOMAIN_HOME が作成したド メ インのパス名を表す DOMAIN_HOME 
\applications\DefaultWebApp_myserver\WEB-INF\web.xml ファ イルに 
TransportServletFilter が追加されます。

コード  リスト  2-2   web.xml の TransportServerFilter のエント リ

<!-- WLI-B2Bi filter-begin.  DO NOT EDIT -->
<filter>
<filter-name>TransportServletFilter</filter-name>
<filter-class>com.bea.b2b.transport.http.TransportServletFilter</filter-class>
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</filter>
<filter-mapping>
<filter-name>TransportServletFilter</filter-name>
<url-pattern>/*</url-pattern>

</filter-mapping>
<!-- WLI-B2Bi filter-end. -->

手順 8. セキュリテ ィ  レルム データの移行

独自のユーザまたはグループなどのエン ト リなどのデータを  WebLogic 
Integration 2.1 または 2.1 SP1 セキュ リ テ ィ  レルムに追加した場合、 2-6 ページの

「手順 5. 新しいド メ インの作成およびデータベース情報のコンフ ィグレーシ ョ

ン」 で作成した新しいド メ インに同じデータを追加する必要があ り ます。

警告 : WebLogic Integration 2.1 または WebLogic Integration 2.1 SP1 ド メ イン 
ディ レ ク ト リから新しい WebLogic Integration 7.0 ド メ インに 
fileRealm.properties および SerializedSystemIni.dat ファ イルを

コピーしないでください。 デフォル ト  システム ユーザ ID およびグルー

プが変更されています。 詳細については、 2-11 ページの 「WebLogic 
Integration のシステム ID」 を参照して ください。

RDBMS レルムから移行する

RDBMSRealm が使用されている  WebLogic Integration 2.1 または WebLogic 
Integration 2.1 SP1 アプリ ケーシ ョ ンから移行する場合、 FileRealm から  
RDBMSRealm へ （2-6 ページの 「手順 5. 新しいド メ インの作成およびデータ

ベース情報のコンフ ィグレーシ ョ ン」 で作成された） config.xml ファ イルのド

メ インの指定されたレルムを変更する必要があ り ます （コード  リ ス ト  2-3 に示
す） config.xml ファ イルの Realm 要素を、既存の WebLogic Integration 2.1 また
は WebLogic Integration 2.1 SP1 config.xml ファ イルからの RDBMSRealm、
CachingRealm、 および Realm 要素に置き換える必要があ り ます。

WebLogic Server のインスタンスを起動していない場合、 生成された 
config.xml ファ イルのコ メ ン ト  セクシ ョ ンには RDBMSRealm 要素が含まれま

す。 config.xml ファ イルに RDBMSRealm 要素を追加する場合、 このセクシ ョ
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ンの区切り記号を削除できます。 デフォル ト  データベースである  PointBase は既
にコンフ ィ グレーシ ョ ンされています。 既存の We ｂ Logic Integtation 2.1 または 
WebLogic Integration 2.1 SP1 config.xml ファ イルから、 データベース  コンフ ィ
グレーシ ョ ン情報をアップデートする必要があ り ます。

コード  リスト  2-3   置き換えられるレルム要素

<Realm CachingRealm="" FileRealm="myFileRealm" Name="myRealm"/>

アプリ ケーシ ョ ンのデータベース属性は、 既に WebLogic Integration 2.1 または 
WebLogic Integration 2.1 SP1 config.xml ファ イルでコンフ ィグレーシ ョ ンされ

ています。 コード  リ ス ト  2-4 は Oracle データベースの リ ス ト の例を示します。

コード  リスト  2-4   追加される RDBMS 要素

<RDBMSRealm DatabaseDriver="oracle.jdbc.driver.OracleDriver" 
DatabaseURL="jdbc:oracle:thin:@(description=(address=(host=
MY_ORACLE_SERVER)(protocol=tcp)(port=1521))(connect_data=
(sid=MY_ORACLE_SID)))" DatabaseUserName="scott"
DatabasePassword="tiger" Name="wlpiRDBMSRealm"
RealmClassName="com.bea.wlpi.rdbmsrealm.RDBMSRealm"
SchemaProperties="getGroupNewStatement=true;
removeUserFromGroup=DELETE FROM USERMEMBER WHERE USERID 
= ? AND GROUPID = ?;getAcls=SELECT NAME, PRINCIPAL, 
PERMISSION FROM ACLENTRIES ORDER BY NAME, 
PRINCIPAL;addUserToGroup=INSERT INTO USERMEMBER 
(USERID, GROUPID) VALUES ( ?, ? );getGroupMembersUsers
=SELECT USERMEMBER.USERID, PASSWORD FROM USERMEMBER, 
WLSUSER WHERE GROUPID = ? AND USERMEMBER.USERID = 
WLSUSER.USERID;newGroup=INSERT INTO WLSGROUP (GROUPID) 
VALUES ( ? );addGroupToGroup=INSERT INTO GROUPMEMBER 
(GROUPMEMBERID, GROUPID) VALUES ( ?, ? );newUser=INSERT 
INTO WLSUSER (USERID, PASSWORD) VALUES ( ? , ? 
);removeGroupFromGroup=DELETE FROM GROUPMEMBER WHERE 
GROUPMEMBERID = ? AND GROUPID = ?;deleteGroup4=DELETE FROM 
WLSGROUP WHERE GROUPID = ?;deleteUser3=DELETE FROM WLSUSER 
WHERE USERID = ?;deleteGroup3=DELETE FROM USERMEMBER WHERE 
GROUPID = ?;getPermissions=SELECT DISTINCT PERMISSION 
FROM ACLENTRIES;deleteUser2=DELETE FROM USERMEMBER WHERE 
USERID = ?;getPermission=SELECT DISTINCT PERMISSION FROM 
ACLENTRIES WHERE PERMISSION = ?;getUser=SELECT USERID, 
PASSWORD FROM WLSUSER WHERE USERID = ?;deleteGroup2=DELETE 
FROM ACLENTRIES WHERE PRINCIPAL = ?;deleteGroup1=DELETE FROM 
GROUPMEMBER WHERE GROUPID = ?;deleteUser1=DELETE FROM 
ACLENTRIES WHERE PRINCIPAL = ?;getAclEntries=SELECT 
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NAME, PRINCIPAL, PERMISSION FROM ACLENTRIES WHERE NAME = ? 
ORDER BY PRINCIPAL;getGroupMembersGroups=SELECT GROUPMEMBERID, 
GROUPID FROM GROUPMEMBER WHERE GROUPID = ?;getGroups=
SELECT GROUPID FROM WLSGROUP ORDER BY GROUPID;
getGroup=SELECT GROUPID FROM WLSGROUP WHERE GROUPID
= ?;getUsers=SELECT USERID, PASSWORD FROM WLSUSER 
ORDER BY USERID"/>

<CachingRealm BasicRealm="wlpiRDBMSRealm"
CacheCaseSensitive="true" Name="wlpiCachingRealm"/>

<Realm CachingRealm="wlpiCachingRealm" FileRealm=
"myFileRealm" Name="myRealm"/>

注意 : コード  リ ス ト  2-4 の RDBMSRealm 要素は、config.xml ファ イルで 1 つの
連続する行である必要があ り ます。 コード  リ ス ト  2-4 では要素は読みや
すさのために複数の行に分けられています。

RDBMSRealm からの移行は、 Microsoft SQL Server および Oracle データベース

のみでサポート されています。

注意 : WebLogic Server 7.0 ではト ラステッ ド  リ レーシ ョ ンシップの新しいセ

キュ リテ ィ  モデルが使用されています。 詳細については、 3-8 ページの
「 ト ラステッ ド  リ レーシ ョ ンシップ」 を参照して ください。

手順 9. セキュリテ ィのキーストアへの移行

WebLogic Integration 2.1 および WebLogic Integration 2.1 SP1 アプリ ケーシ ョ ンで

は、 関連するプライベート  キーおよび証明書はファ イル システムに格納されて
います。WebLogic Platform 7.0 はキーおよび証明書が格納されるキース ト アを提

供しています。 WebLogic Integration アプリ ケーシ ョ ンが、 SSL プロ ト コルで通
信するよ う コンフ ィギュレーシ ョ ンされている、 または SSL プロ ト コル メ ッ
セージの暗号化やデジタル署名を使用するよ う コンフ ィ グレーシ ョ ンされている

デリバ リ  チャネルのある ト レーディング  パートナを含む場合、 アプ リ ケーシ ョ

ンで新しいキース ト アを使用するこ と をお勧めします。
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ト レーディ ング パートナ間の通信のための SSL プロ ト コルの使用は、 すべての 
WebLogic Integration B2B コラボレーシ ョ ン プロ ト コル （ebXML、 XOCP、 およ

び RosettaNet） でサポート されています。 メ ッセージの暗号化およびデジタル署

名は RosettaNet 2.0 でのみサポート されています。

注意 : WebLogic Integration 7.0 の場合、 サポート されている  キース ト ア プロバ
イダは Sun Microsystems の JKS （Java Keystore） のみです。

WebLogic Integration でキース ト アを使用する方法の詳細については 『B2B 
Integration セキュ リ テ ィの実装』 の 「キース ト アのコンフ ィ グレーシ ョ ン」 を参

照して ください。

すべての既存の証明書およびプライベート  キーをファ イル システムからキース
ト アにインポート して、 新しいキース ト アを使用するには、 WebLogic 
Integration アプリ ケーシ ョ ンをコンバート します。 コンバートするにはするに
は、 次の手順を実行します。

1. WebLogic Integration ホーム ディ レク ト リに移動し、 setenv スク リプ ト を実
行して最上位レベルの WebLogic Integration 環境変数を設定します。 これら
のタスクを行う ために実行するコマンドは、 使用するプラ ッ ト フォームに

よって異なり ます。

� Windows:

cd c:\bea\weblogic700\integration
setEnv.cmd

� UNIX:

cd /home/joe/bea/weblogic700/integration
. setenv.sh

2. 次のコマンドを行い、 2-6 ページの 「手順 5. 新しいド メ インの作成および
データベース情報のコンフ ィグレーシ ョ ン」 で作成した新しい WebLogic 
Integration 7.0 ド メ インに移動します。

cd DOMAIN_HOME

DOMAIN_HOME は、 新しいド メ インのパス名を表します。

3. テキス ト  エディ タで、 該当する起動スク リプ ト （Windows の場合 
startWebLogic.cmd スク リプ ト 、 UNIX の場合 startWebLogic スク リプ
ト ） を開き、 次の変更を加えます。

a. 次のコードのよ うに、 WebLogic Server のインスタンスを開始する  java 
コマンドを含む行を探します。
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%JAVA_HOME%\bin\java ... weblogic.Server

b. Java システム プロパテ ィ  wli.keystore.automigrate を  java コマンド  
ラ インに追加し、 次のリ ス ト （太字） のよ うに true と等しいプロパティ
を設定します。

%JAVA_HOME%\bin\java ... -Dwli.keystore.automigrate=true
weblogic.Server

c. Java システム プロパテ ィ  wli.keystore.password をプラ ッ ト フォーム
に合わせて適切な java コマンド  ラインに追加します。

Windows プラ ッ ト フォームの場合、 次の リ ス ト で太字表示されている文
字列を入力します。

%JAVA_HOME%\bin\java ... -Dwli.keystore.automigrate=true
-Dwli.keystore.password=%KEYSTORE_PASS% weblogic.Server

UNIX プラ ッ ト フォームの場合、 次のリ ス ト で太字表示されている文字列
を入力します。

$JAVA_HOME/bin/java ... -Dwli.keystore.automigrate=true
-Dwli.keystore.password=$KEYSTORE_PASS weblogic.Server

いずれのリ ス ト でも  KEYSTORE_PASS は、 キース ト アのパスワードが含ま
れた環境変数を表します。 コード リ ス トに示すよ うに、 スク リプ トにパ

スワードを含むのではなく、 環境変数を使用してパスワードを指定する

こ と を強くお勧めします。 パスワードはファ イルにク リ ア  テキス ト で保
存しないでください。

KEYSTORE_PASS 環境変数で指定するパスワードは、 手順 8 で指定した
キース ト アのパスワード と一致する必要があ り ます。

d. Java システム プロパテ ィ  wli.cakeystore.password をプラ ッ ト フォー
ムに合わせて適切な  java コマンド  ラインに追加します。

Windows プラ ッ ト フォームの場合、 次の リ ス ト で太字表示されている文
字列を入力します。

%JAVA_HOME%\bin\java ... -Dwli.keystore.automigrate=true
-Dwli.keystore.password=%KEYSTORE_PASS%
-Dwli.cakeystore.password=%CAKEYSTORE_PASS% weblogic.Server

UNIX プラ ッ ト フォームの場合、 次のリ ス ト で太字表示されている文字列
を入力します。

$JAVA_HOME/bin/java ... -Dwli.keystore.automigrate=true
-Dwli.keystore.password=$KEYSTORE_PASS
-Dwli.cakeystore.password=$CAKEYSTORE_PASS weblogic.Server
WebLogic Integration 移行ガイ ド 2-23



2 WebLogic Integration 2.1 から  WebLogic Integration 7.0 への移行
いずれのリ ス ト でも  CAKEYSTORE_PASS は、 CA (Certificate Authority: 認
証局 ) キース ト アのパスワードが含まれた環境変数を表します。

CAKEYSTORE_PASS 環境変数で指定するパスワードは、 手順 8 で指定した
ルート  CA のパスワード と一致する必要があ り ます。

e. WebLogic Integration アプリ ケーシ ョ ンで使用する各証明書に対して、 使
用しているプラ ッ ト フォームの次のシステム  プロパテ ィ を java コマンド  
ラインに追加します。

Windows:

-D Key.certificateName.password=%KEY_PASS1%

UNIX:

-D Key.certificateName.password=$KEY_PASS1

いずれのプロパテ ィ設定の場合でも、 certificateName は証明書の名前
を表し、 KEY_PASS1 は証明書のプライベート  キーのパスワードを含む環
境変数を表します。 これらのプロパティの設定は、 WebLogic Integration 
2.1 または WebLogic Integration 2.1 SP1 アプリ ケーシ ョ ンの証明書の設
定と一致する必要があ り ます。

アプリ ケーシ ョ ンで使用するすべてのセキュ リ テ ィ証明書にこのシステ

ム プロパティ を追加します。 たとえばそれぞれ （プライベート  キー パス
ワードを定義するために） passcert1 および passcert2 とい う環境変数
を持つ cert1 および cert2 とい う  2 つの証明書を指定した場合、 次のリ
ス トのよ う な startWebLogic.cmd スク リプ ト （Windows） の java コマ
ンド ラインが表示されます。

%JAVA_HOME%\bin\java ... -Dwli.keystore.automigrate=true
-Dwli.keystore.password=$KEYSTORE_PASS
-DKey.cert1.password=%passcert1% 
-DKey.cert2.password=%passcert2% weblogic.Server 

4. プライベート  キー パスワードの環境変数、 キース ト アのパスワード、 およ
び手順 3 で定義したルート  CA のパスワードを設定します。

KEYSTORE_PASS および CAKEYSTORE_PASS 環境変数の値は、 手順 8 で指定し
たキース ト アおよびルート  CA キース ト アののパスワード と一致している必
要があ り ます。
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5. テキス ト  エディ タで （2-6 ページの 「手順 5. 新しいド メ インの作成および
データベース情報のコンフ ィ グレーシ ョ ン」 で作成した） 新しいド メ インの 
config.xml ファ イルを開き、 次の例に示すよ うに WebLogic Integration 
アプ リ ケーシ ョ ン要素の Deployed 属性の値と して false を設定します。

<Application Deployed="false" Name="WebLogic Integration"
Path="c:/bea/weblogic700/integration/lib>” TwoPhase="true">

この属性を  false に設定した場合、 WebLogic Integration アプリ ケー
シ ョ ン （J2EE コンポーネン トのコレクシ ョ ンが WebLogic Integration を構成
する） は、 新しいド メ インの WebLogic Server のインスタンスが次回起動さ
れた場合にはデプロイ されません。

6. 2-6 ページの 「手順 5. 新しいド メ インの作成およびデータベース情報のコン
フ ィグレーシ ョ ン」 で作成した新しい WebLogic Integration 7.0 ド メ インで、
プラ ッ ト フォームに合わせて適切な手順を実行し、 WebLogic Server のイン
スタンスを開始します。

� Windows システムの場合、 2 種類の方法が存在します。

� メニューからサーバを開始するには次の手順を実行します。

[ スタート｜ BEA WebLogic Platform 7.0｜ User Projects｜ domain｜

Start Server] を選択します。

� コマンド  ラ インで サーバを起動するには、 次の手順を実行します。

startWeblogic.cmd

� UNIX:

startWebLogic

7. WebLogic Server Administration Console にログオンします。

a. 新しいブラウザ ウ ィ ン ド ウを開きます。

b. システムの WebLogic Server Administration Console の URL を入力します。
実際に入力する  URL は、 システムによって異な り ます。 入力フォーマッ
トは次のとおりです。

http://host:port/console

WebLogic Server 管理 ログオン ページが表示されます。
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c. WebLogic Server ユーザ名およびパスワードをク リ ッ ク し、 [Sign In] をク
リ ッ ク します。 こ こで入力したユーザ名およびパスワードは 2-6 ページの
「手順 5. 新しいド メ インの作成およびデータベース情報のコンフ ィ グレー
シ ョ ン」 でド メ インを作成したと きに指定したユーザ名およびパスワー
ドです。

BEA WebLogic Server ホームへよ う こそ、 とい うページが表示されます。

注意 : 詳細手順については 『WebLogic Integration の起動、 停止およびカス
タマイズ』 の 「WebLogic Integration 管理ツールと設計ツール」 にあ
る 「WebLogic Server Administration Console の起動」 を参照して くだ
さい。

8. キース ト アを作成します。 詳細については 『B2B Integration セキュ リテ ィの
実装』 の 「キース ト アのコンフ ィグレーシ ョ ン」 にある 「作成するキース ト

ア」 を参照して ください。

9. Sun Microsystems の JKS の WebLogic キース ト ア プロバイダのコンフ ィグ
レーシ ョ ンを行います。 手順については 『B2B Integration セキュ リ テ ィの実
装』 の 「キース ト アのコンフ ィ グレーシ ョ ン」 にある 「WebLogic キース ト
ア プロバイダのコンフ ィグレーシ ョ ン」 を参照して ください。

10.プラ ッ ト フォームに合わせて適切な手順を実行し、 （2-6 ページの 「手順 5. 新
しいド メ インの作成およびデータベース情報のコンフ ィグレーシ ョ ン」 で作

成した） 新しい WebLogic Integration 7.0 ド メ インの WebLogic Server インス
タンスをシャ ッ ト ダウンします。

� Windows:

cd DOMAIN_HOME
stopWeblogic.cmd

� UNIX:

cd DOMAIN_HOME
stopWebLogic

いずれの cd コマンド  ラインでも、 DOMAIN_HOME は （2-6 ページの 「手順 5. 
新しいド メ インの作成およびデータベース情報のコンフ ィ グレーシ ョ ン」 で

作成した） 新しいド メ インのパス名を表し、 domain は 2-6 ページの 「手順 
5. 新しいド メ インの作成およびデータベース情報のコンフ ィグレーシ ョ ン」
で作成したディ レク ト リ を表します。
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11. テキス ト  エディ タで （2-6 ページの 「手順 5. 新しいド メ インの作成および
データベース情報のコンフ ィ グレーシ ョ ン」 で作成した） 新しいド メ インの 
config.xml ファ イルを開き、 次の例に示すよ うに WebLogic Integration 
アプ リ ケーシ ョ ン要素の Deployed 属性の値と して true を設定します。

<Application Deployed="true" Name="WebLogic Integration"
Path="c:/bea/weblogic700/integration/lib>" TwoPhase="true">

この属性を  true に設定した場合、 WebLogic Integration アプリ ケーシ ョ
ン （J2EE コンポーネン トのコレクシ ョ ンが WebLogic Integration を構成す
る） は、 新しいド メ インの WebLogic Server のインスタンスが次回起動され
た場合にデプロイ されます。

12. プラ ッ ト フォームに合わせて適切な手順を実行し、 （2-6 ページの 「手順 5. 新
しいド メ インの作成およびデータベース情報のコンフ ィ グレーシ ョ ン」 で作

成した） 新しい WebLogic Integration 7.0 ド メ インの WebLogic Server インス
タンスを開始します。

� Windows システムの場合、 2 種類の方法が存在します。

� メニューからサーバを開始するには次の手順を実行します。

[ スタート｜ BEA WebLogic Platform 7.0｜ User Projects｜ domain｜

Start Server] を選択します。

� コマンド  ラ インで サーバを起動するには、 次の手順を実行します。

startWeblogic.cmd

� UNIX:

startWebLogic

WebLogic Server のインスタンスが起動したと きに、 B2B エンジンはリポジ
ト リから関連する証明書およびプラ イベート  キーの場所を検索します。 次に
キース ト アにそれらの証明書およびキーを移入します。

13. プラ ッ ト フォームに合わせて適切な手順を実行し、 （2-6 ページの 「手順 5. 新
しいド メ インの作成およびデータベース情報のコンフ ィ グレーシ ョ ン」 で作

成した） 新しい WebLogic Integration 7.0 ド メ インの WebLogic Server インス
タンスをシャ ッ ト ダウンします。

� Windows:

cd DOMAIN_HOME
stopWeblogic.cmd

� UNIX:
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cd DOMAIN_HOME
stopWebLogic

いずれの cd コマンド  ラインの場合でも  DOMAIN_HOME は 2-6 ページの 「手順 
5. 新しいド メ インの作成およびデータベース情報のコンフ ィグレーシ ョ ン」
で作成した新しいド メ インのパス名を表します。

14. startWebLogic スク リプ トから  wli.keystore.automigrate システム プロ
パティ を削除します。 この手順は必須です。 これによ り次回 startWebLogic 
スク リプ トが実行されたと きに、 B2B では再びファ イル システムからキース
ト アへ証明書およびプライベート  キーが移行されないよ うにな り ます （この

移行は 1 度のみ）。

このプロパティ を削除するには、 次の手順を実行します。

a. テキス ト  エディ タでシステムの起動スク リプ ト を開きます。 Windows の
場合は startWebLogic.cmd で、 UNIX の場合は startWebLogic です。

b. スク リプ トから  wli.keystore.automigrate システム プロパティのみを
削除します。

警告 : 手順 3 で追加した Key.certificateName.password、

wli.cakeystore.password、 および wli.keystore.password システム プロパ
テ ィは削除しないでください。

手順 3 で編集した同じスク リプ トにこれらの変更を加える と次のリ ス ト
のよ うにスク リプ トは表示されます。

コード  リスト  2-5   Windows の startWebLogic.cmd java コマンド例

%JAVA_HOME%\bin\java ... -Dwli.keystore.password=%KEYSTORE_PASS%
-Dwli.cakeystore.password=%CAKEYSTORE_PASS% -DKey.cert1.password=%passcert1%
-DKey.cert2.password=%passcert2% weblogic.Server

警告 : 手順は、 キース ト アを最初に移入するために 1 回のみ実行します。

この手順にはサーバ証明書および関連するプライベート  キーの移入への手順は
含まれません。 このサーバ証明書およびキース ト アに関連するキーを追加する手
順については 『B2B Integration セキュ リ テ ィの実装』 の 「キース ト アのコンフ ィ

グレーシ ョ ン」 の 「キース ト アの作成とサーバ証明書の追加」 を参照して くださ

い。
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手順 10. RosettaNet ワークフローの移行

WebLogic Integration アプリ ケーシ ョ ンに RosettaNet プロ ト コルを実装するワー
クフローが含まれている場合、 WebLogic Integration  7.0 でアプリ ケーシ ョ ンを
実行する前にこれらのワークフローに変更を加える必要があ り ます。

注意 : WebLogic Integration アプリ ケーシ ョ ンで  ワークフローが使用されてい
る場合は、 3-11 ページの 「RosettaNet スキーマの変更点」 を参照して く
ださい。

WebLogic Integration 7.0 を  RosettaNet ワークフローに対応させるには、次の手順
を実行します。

1. WebLogic Integration ホーム ディ レク ト リに移動し、 最上位 WebLogic 
Integration 環境変数を設定します。 これらの変数を設定するには、 プラ ッ ト
フォームに合わせて適切な setenv スク リプ ト を実行します。

� Windows:

cd c:\bea\weblogic700\integration
setEnv.cmd

� UNIX:

cd /home/joe/bea/weblogic700/integration
. setenv.sh

2. プラ ッ ト フォームに合わせて適切な手順を実行し、 （2-6 ページの 「手順 5. 新
しいド メ インの作成およびデータベース情報のコンフ ィ グレーシ ョ ン」 で作

成した） 新しい WebLogic Integration 7.0 ド メ インの WebLogic Server インス
タンスを開始します。

Windows システムの場合、 2 種類の方法が存在します。

� メニューからサーバを開始するには次の手順を実行します。

[ スタート｜ BEA WebLogic Platform 7.0｜ User Projects｜ domain｜

servername] を選択します。

� コマンド  ラ インで サーバを起動するには、 次の手順を実行します。

cd DOMAIN_HOME
startWeblogic.cmd

UNIX:
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cd DOMAIN_HOME
startWebLogic

いずれの場合でも  DOMAIN_HOME は 「手順 5. 新しいド メ インの作成および
データベース情報のコンフ ィグレーシ ョ ン」 で作成した新しいド メ インのパ

ス名を表します。

3. 『WebLogic Integration の起動、 停止およびカスタマイズ』 の 「 WebLogic 
Integration 管理ツールと設計ツール」 にある 「Studio の起動」 で説明する と
おりに WebLogic Integration Studio を開始します。 RosettaNet ワークフロー
のインスタンスが、 現在 WebLogic Integration リポジ ト リに格納されている
場合、 手順 5 に移り ます （2-11 ページの 「手順 6. データベースの移行」 を
完了した後でも  WebLogic Integration 2.1 リポジ ト リに格納されたテンプレー
トのインスタンスは使用可能）。

4. 次の手順を実行し、 WebLogic Integration RosettaNet ワークフロー テンプ
レー ト を  Studio にインポート します。

a. [Studio] メニュー バーから  [ ツール (T)｜パッケージをインポート ...] を
選択します。

b. [ インポート  : ファ イルを選択 ] ウ ィン ド ウからアプ リ ケーシ ョ ンでコン
バートする  RosettaNet ワークフロー テンプレート を含む JAR ファ イルを
選択します。 [次へ ] をク リ ッ ク します。

c. [対象オーガニゼーシ ョ ン ] の下にある ド ロ ップダウン  リ ス ト を展開し、
使用しているアプ リ ケーシ ョ ンに該当するオーガニゼーシ ョ ンを選択し
ます。

d. [ インポート ] をク リ ッ ク し、 次に [閉じ る ] をク リ ッ ク します。

注意 : ワークフローのインポートの詳細は、 『WebLogic Integration Studio 
ユーザーズ ガイ ド』 の 「ワークフロー パッケージのインポート とエ
クスポー ト 」 を参照して ください。

5. 次の手順を実行し、 WebLogic Integration RosettaNet ワークフロー テンプ
レー ト を  Studio で開きます。

a. 左ペインの [ オーガニゼーシ ョ ン ] の下にある ド ロ ップダウン  リ ス ト を展
開し、 使用しているアプリ ケーシ ョ ンに該当するオーガニゼーシ ョ ンを
選択します。

b. 左ペインで [ テンプレート ] フォルダを展開します。 このアプリ ケーシ ョ
ンのテンプレートがすべて リ ス ト されます。
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c. コンバートするために左ペインの [ テンプレー ト ] フォルダを展開しま
す。

d. テンプレー ト  フォルダ内で、 コンバートの対象となるフォルダを右ク
リ ッ ク します （表示されている日付およびタイムスタンプによって識別
する）。 メニューが表示されます。

e. [開く ] を選択します。

ワークフローを構成する開始ノード、 タスク  ノード、 分岐ノード、 およ
びイベン ト  ノードが表示されます。

6. ワークフロー内の [ ビジネス  メ ッセージの送信 ] アクシ ョ ンのあるタスク  
ノードの各インスタンスを次の 3 つのノードに置き換えます。

� Send Business Message ( タスク  ノード )

� RosettaNet Status Event ( イベン ト  ノード )

� Wait for HTTP ステータス （タス ク  ノード）

これらのノードを追加する詳細手順は手順 6-a から  6-v で説明されています。
次の図は、 [ ビジネス メ ッセージの送信 ] アクシ ョ ンでタスク  ノードのすべ
てのインスタンスを代用した場合のワークフローの変更状態を示します。
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図 2-3   WebLogic Integration 2.1 および WebLogic Integration 7.0 のワークフ
ローの違い

WebLogic Integration 2.1 または WebLogic Integration 2.1 SP1 の RosettaNet 
ワークフローでは、 Send Business Message タスクがメ ッセージを送信し、
http ステータス  コードを受信して、 次のノードに進みます。 WebLogic 
Integration 7.0 の RosettaNet ワークフローの場合、 Send Business Message タ
スクがメ ッセージを送信し、 イベン ト  ノード （RosettaNet Status Event） が 
http ステータスを待ちます。 ステータスを受信したと きに、 イベン ト  ノード
は、 別のタスク  ノード （Wait for HTTP Status） を終了と見なし、 ワークフ
ローは Wait for HTTP Status タスク  ノードから進みます。

WebLogic Integration 2.1 または WebLogic Integration 2.1 SP1 の RosettaNet 
ワークフローの場合、 Send Business Message タスクは同期とな り ます。 ワー
クフローの次のノードに進む前に http ステータスの応答を待ちます。
WebLogic Integration 7.0 の RosettaNet ワークフローの場合、 Send Business 
Message タスクは非同期です。 ワークフローの次の ノードに進む前に http ス
テータスの応答を待ちません。
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注意 : 図 2-3 に示す PIP3A2_Customer ワークフローは、 B2B RosettaNet 
Security サンプルから取得します。 B2B RosettaNet Security サンプル
は WebLogic Integration 7.0 で実行するためにコンバート されました。
そのワークフローは次のファ イルにあ り ます。
SAMPLES_HOME/integration/samples/RN2Security/workflow/RN
2Workflows.jar

このパス名では SAMPLES_HOME は、 WebLogic Platform サンプル ディ
レク ト リ を表します。 そこで使用可能なワークフローは、 このセク

シ ョ ンで説明する  Send Message の変更例を提供します。 WebLogic 
Integration の以前のリ リースで提供される元の PIP3A2 ワークフロー
を変更していない場合、 アプ リ ケーシ ョ ンの PIP3A2 ワークフローを 
B2B RosettaNet Security サンプルで提供されている新しいワークフ
ローに置き換えるこ とができます。

WebLogic Integration 7.0 と対応の RosettaNet ワークフロー内の Send 
Business Message タスクのインスタンスを作成するには次の手順を実行しま
す。

a. ワークフローから、 コンバートする  Send Business Action タスクを探しま
す。

b. イベン ト  ノードを作成します。 ツール バー の [ イベン ト を作成 ] をク
リ ッ ク し、 次に Send Business Action タスクの付近にあるワークフロー図
の場所をク リ ッ ク します。
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図 2-4   イベント  ノードの作成

c. タスク  ノードを作成します。 ツール バー の [ タスクを作成 ] をク リ ッ ク
し、 次に Send Business Action タスクの付近にあるワークフロー図の場所
をク リ ッ ク します。
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図 2-5   新しいタスク  ノード

d. 作成したタスク  ノードをダブルク リ ッ ク します。 [ タスクのプロパティ ] 
ウ ィ ンド ウが表示されます。
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図 2-6   [ タスクのプロパティ ] ウィンドウ

e. [Wait for Http Status] など、 [ タス ク名 ] フ ィールドに説明的なタスク名を
入力します。 ウ ィ ンド ウの [ アクシ ョ ン ] セクシ ョ ンにある  [作成時 ] タ
ブを選択して、 [追加 ] をク リ ッ ク します。 [ アクシ ョ ンを追加 ] ウ ィ ン ド
ウが表示されます。
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図 2-7   [ アクションを追加 ] ウィンドウ

f. [ タスク  アクシ ョ ン ] とい う名前のフォルダを展開し、 [ タスク期日を設
定 ] を選択します。

[ タスク期日を設定 ] ウ ィ ン ド ウが表示されます。
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図 2-8   タイムアウト値の設定

g. Task とい う  [期日を設定するタスク ] 見出しの下に表示されている リ ス ト
から、 現在のタスクを選択します （手順 6-e の例で作業を行っている場
合、 タスク名は Wait for Http Status となる）。

[式に設定 ] フ ィールドに、 応答を受信するタイムアウ トの間隔と して指
定する時間を表す式を入力します。 たとえばタイムアウ ト を  2 時間に設
定するには図 2-8 に示す式を入力します。

DateAdd() メ ソ ッ ド  “h” の 2 つ目の引数に注目して ください。 時間単位
を指定します （時間）。 3 つ目の引数は時間の量を指定します。 図 2-8 に
示す例では、 指定されたタイムアウ トの間隔は 2 時間です。
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h. [期日に実行するアクシ ョ ン ] タブを選択して [ 追加 ] をク リ ッ ク します。

[ アクシ ョ ンを追加 ] ウ ィ ン ド ウが表示されます。

i. [Task Actions] フォルダを展開し、 [ タスクに完了マークを付ける ] を選択
して [OK] をク リ ッ ク します。

[ タスクに完了マークを付ける ] ウ ィ ン ドウが表示されます。

j. [完了マークを付けるタスク ] リ ス トから現在のタス クを選択します （手

順 6-e にある例で作業を行っている場合、 タスク名は Wait for Http Status 
となる）。 [OK] をク リ ッ ク します。

k. [ タスクのプロパティ ] ウ ィ ンド ウで [OK] をク リ ッ ク します。 アプ リ
ケーシ ョ ンのワークフロー テンプレー トの [ ワークフロー設計 ] ウ ィン ド
ウに戻 り ます。

l. [ ワークフロー設計 ] ウ ィ ン ド ウから手順 6-b で作成したイベン ト  ノード
をダブルク リ ッ ク します。 [ イベン ト のプロパティ ] ウ ィン ド ウが表示さ
れます。

m. [説明 ] フ ィールドに StatusEvent のよ う な適切なイベン ト名を入力しま
す。 [ タイプ ] フ ィールドから  [RosettaNet Status Event] を選択します。 図 
2-9 に示すよ うに RosettaNet Status Event の特定のフ ィールドを反映する
よ うに [ イベン トのプロパティ ] ウ ィン ド ウがアップデート されます。
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図 2-9   RosettaNet Status イベント  の [ イベントのプロパティ ] ウィンドウ

n. [Output Status Variable] フ ィールドから  HTTP ステータスを格納する変数
を選択します。

Send Business Message によってメ ッセージが送信されます。 RosettaNet 
Status イベン ト では、 HTTP ステータスの応答を受信するまで待機し、 次
にその HTTP ステータスを  HTTP ステータス出力ステータス変数に格納
します。 図 2-5 に示す PIP3A2_Customer_RN2 例では HTTP ステータス
応答は StatusEvent によって messageCode 変数に格納されます。 次に分
岐ノードは変数 messageCode をテス ト し、 HTTP が 202 と等しいかを判
断します。 202 の HTTP ステータス とは、 処理のために要求が受け付け
られたこ とを表しますが、 処理は完了していません。
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o. ［イベン ト のプロパティ］ ウ ィン ド ウから  ［アクシ ョ ン］ タブを選択して 
［追加］ をク リ ッ ク します。 [ アクシ ョ ンを追加 ] ウ ィ ンド ウが表示されま
す。

p. [ タスク  アクシ ョ ン ] フォルダを展開し、 [ タスクに完了マークを付ける ] 
を選択して [OK] をク リ ッ ク します。 [ タスクに完了マークを付ける ] 
ウ ィ ンド ウが表示されます。

q. 手順 6-c で作成した タスク  ノードを選択して ［OK］ をク リ ッ ク します
（手順 6-e にある例で作業を行っている場合、 タスク名は Wait for Http 
Status となる）。

r. [ イベン ト のプロパティ ] ウ ィン ド ウで ［OK］ をク リ ッ ク します。

s. ビジネス  メ ッセージを分岐ノードに送信する既存のタスクから リ ンクを
削除します （この例では、 分岐ノードには $messageCode<> 202 とい う
名が付 く ）。

ツール バーの ［シェ イプを選択］ をク リ ッ ク します。

リ ンクを選択して 〔Delete〕 を押します。

t. ビジネス  メ ッセージを送信する既存のタスク （図 2-5の Send Message タ
スク） を、 手順 6-b で作成した新しいイベン トに リ ンク します。

ツール バーの ［コネク タを描画］ をク リ ッ ク します。 カーソルを既存の  
Send Message タスクの中央に移動します。

[Send Message] タスクをク リ ッ ク し、 手順 6-b で作成したイベン ト まで
ド ラ ッグして、 マウス  ボタンを放します （手順 6-e にある例で作業を
行っている場合、 イベン ト名は StatusEvent となる）。

次の図に示すよ うに、 ワークフロー設計に （ビジネス  メ ッセージを新し
いイベン ト に送信するタスクから指す） 矢印が追加されます。
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図 2-10   ビジネス メ ッセージを状態イベントに送信するタスクのリンク

u. Send Message タスクを手順 6-c で作成したタスク  ノードに リ ンク します。

ツール バーの ［コネク タを描画］ をク リ ッ ク します。 カーソルを既存の 
Send Message タスクの中央に移動します。

[Send Message] タスクをク リ ッ ク し、 手順 6-c で作成したタスクまでド
ラ ッグして、 マウス ボタンを放します （手順 6-e にある例で作業を行っ
ている場合、 タスク名は Wait for Http Status となる）。

次の図に示すよ うに、 ワークフロー設計に （Send Message タスクから新
しいタスクを指す） 矢印が追加されます。
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図 2-11   イベント  ノードから新しいタスク  ノードへのリンク

v. 新しいタスク  ノードを、 元の Send Message タスクに続く ノードに リ ンク
します （図 2-11 にある例では、 新しい Wait for Http Status タスクを  
$messageCode<> 202 とい う名の既存の分岐ノードに リ ンクする）。

ツール バーの ［コネク タを描画］ をク リ ッ ク します。 カーソルを新しい
タスク  ノードの中央に移動します。

新しいタスク  ノードをク リ ッ ク し、 分岐ノードまでド ラ ッグしてマウス  
ボタンを放します （この例では、 分岐ノードには $messageCode<> 202 
とい う名が付く ）。

次の図に示すよ うに、 ワークフロー設計に新しいタスクから既存の分岐
ノードを指す矢印が追加されます。
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図 2-12   新しいタスクから既存の分岐ノードへのリンク

これで RosettaNet ワークフローの Send Business Message タスクのインス
タンスのコンバートが完了し、 WebLogic Integration 7.0 対応とな り まし
た。

7. RosettaNet アプリ ケーシ ョ ン ワークフローの Send Business Message タスク
の各インスタンスに対して ,手順 6 a-v を繰 り返します。

8. [ ワークフロー設計 ] ウ ィ ンド ウの右上の隅の [X] をク リ ッ ク してワークフ
ローを保存します。 [ ワークフローが変更されています ] ダイアログ ボッ ク
スが表示され、 「直ちに変更を保存しますか ?」 が表示されます。 [ はい ] を
ク リ ッ ク します。

9. アプリ ケーシ ョ ン JAR ファ イルのすべてのワークフローに対して手順 5 から  
8 を行った後に、 JAR ファ イルの新しいバージ ョ ンをエクスポー ト し、 ワー
クフローをバッ クアップする こ と をお勧めします。 手順は、 次のとおりで

す。
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a. [Studio] メニュー バーから  [ ツール (T)｜パッケージをエクスポート ...] 
を選択します。

b. [ エクスポート  : ファ イルを選択 ] ウ ィン ド ウからコンバート された 
RosettaNet ワークフロー テンプレー ト を含んだアプリ ケーシ ョ ン  JAR 
ファ イルを作成するための絶対パス名を入力します。 [次へ ] をク リ ッ ク
します。 左ペインから、 エクスポートするコンポーネン ト を選択します。
[ エクスポート ] をク リ ッ ク し、 [閉じる ] をク リ ッ ク します。

注意 : ワークフローのエク スポートの詳細は、 『WebLogic Integration Studio 
ユーザーズ ガイ ド 』 の 「ワークフロー パッケージのインポート とエクス
ポー ト 」 を参照して ください。

RosettaNet ワークフローのコンバートが完了しました。

手順 11. アプリケーション ビューのデプロ
イ

アプ リ ケーシ ョ ンで WebLogic Integration のアプリ ケーシ ョ ン統合機能を使用し
ている場合、 次の自動デプロイ手順に従う または WebLogic Integration 
Application View Console を使用してアプリ ケーシ ョ ン ビューをデプロイする必
要があ り ます。 アプ リ ケーシ ョ ンでアプリ ケーシ ョ ン統合を使用していない場合
には、 この手順を省略します。

この節で説明する手順は、 アプ リ ケーシ ョ ンのアプリ ケーシ ョ ン  ビューが 2-11 
ページの 「手順 6. データベースの移行」 で WebLogic Integration 7.0 にコンバー
ト されたデータベースに格納されているこ とを前提と しています。 新しいアプリ
ケーシ ョ ン ビューは作成されません。 新しい環境に対して正しいアプリ ケー
シ ョ ン ビュー設定が行われている こ と を確認して、 既存のアプリ ケーシ ョ ン  
ビューをデプロイ します。

警告 : アプ リ ケーシ ョ ン ビューをデプロイする前に、 （2-6 ページの 「手順 5. 新
しいド メ インの作成およびデータベース情報のコンフ ィ グレーシ ョ ン」

で作成した） 新しいド メ インのアプ リ ケーシ ョ ン統合アダプタ  EAR ファ
イルのコンフ ィグレーシ ョ ンを行う必要があ り ます。 手順については、

3-3 ページの 「Application Integration アダプタ  EAR ファ イルのコンフ ィ
グレーシ ョ ン」 を参照して ください。
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アプリ ケーシ ョ ン ビューをデプロイするには、 次の手順のいずれかを実行しま
す。

� Application View Console を使用してデプロイを行う  ― イベン ト  ルータ  
URL をアップデートする、 またはアプリ ケーシ ョ ン  ビューをク ラスタ環境
にデプロイする場合、 この手順を実行します。

� 自動デプロイ  アプリ ケーシ ョ ン ビュー

Application View Console を使用してデプロイを
行う

Application View Console を使用してアプリ ケーシ ョ ン  ビューをデプロイするに
は、 次の手順を実行します。

1. WebLogic Integration ホーム ディ レク ト リに移動し、 setenv スク リプ ト を実
行して最上位レベルの WebLogic Integration 環境変数を設定します。 これら
のタスクを行う ために実行するコマンドは、 使用するプラ ッ ト フォームに

よって異なり ます。

� Windows:

cd c:\bea\weblogic700\integration
setEnv.cmd

� UNIX:

cd /home/joe/bea/weblogic700/integration
. setenv.sh

2. プラ ッ ト フォームに合わせて適切な手順を実行し、 （2-6 ページの 「手順 5. 新
しいド メ インの作成およびデータベース情報のコンフ ィグレーシ ョ ン」 で作

成した） 新しい WebLogic Integration 7.0 ド メ インの WebLogic Server インス
タンスを開始します。

� Windows システムの場合、 2 種類の方法が存在します。

� メニューからサーバを開始するには次の手順を実行します。

[ スター ト｜ BEA WebLogic Platform 7.0｜ User Projects｜ domain｜

Start Server] を選択します。

� コマンド  ラインで サーバを起動するには、 次の手順を実行します。
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cd DOMAIN_HOME
startWeblogic.cmd

� UNIX:

cd DOMAIN_HOME
startWebLogic

いずれの cd コマンド  ラ インの場合でも  DOMAIN_HOME は 「手順 5. 新しいド
メ インの作成およびデータベース情報のコンフ ィグレーシ ョ ン」 で作成した

新しいド メ インのパス名を表します。

3. Application View Console にログオンします。

a. 新しいブラウザ ウ ィ ン ド ウを開きます。

b. 該当するシステムの  Application View Console の URL を入力します。実際
に入力する  URL は、 システムによって異な り ます。 入力フォーマッ トは
次のとおりです。

http://host:port/wlai

[Application View Console Logon] 画面が表示されます。

c. WebLogic Server ユーザ名およびパスワードをク リ ッ ク し、 [Login] をク
リ ッ ク します。

Application View Console が表示されます。 Console にアプリ ケーシ ョ ン  
ビューのリ ス ト が表示されます。

注意 : 詳細手順については、 『Application Integration ユーザーズ ガイ ド 』 の
「Application View の定義」 にある 「手順 1: Application View Console 
へのログオン」 を参照して ください。

4. リ ス ト内のアプ リ ケーシ ョ ン  ビューをダブルク リ ッ ク します。 アプ リ ケー
シ ョ ンのエンド  ノードに到達するまでク リ ッ ク します。 アプ リ ケーシ ョ ンが
現在デプロイ されている場合、 [Undeploy] をク リ ッ ク します。

選択されたアプ リ ケーシ ョ ン  ビューの [Summary] 画面が表示されます。 次
の図は、 3-3 ページの 「Application Integration アダプタ  EAR ファ イルのコ
ンフ ィグレーシ ョ ン」 で説明した例に基づいた  
EastCoast.Sales.CustomerManagement アプリ ケーシ ョ ン ビューのサマ リ  ペー
ジを示します。
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図 2-13   EastCoast.Sales.CustomerManagement アプリケーション ビュー

5. [Edit] をク リ ッ ク します。

[Application View Administration] 画面が表示されます。
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図 2-14   [Application View Administration] 画面

6. 右ペインの [Continue] をク リ ッ ク します。

[Deploy Application View] 画面が表示されます。
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図 2-15   [Deploy Application View]

7. 使用している  WebLogic Integration 7.0 環境に対し、 イベン ト  ルータ  URL が
正しいこ とを確認します。 [Event Router URL] フ ィールドに必要な変更を加
えます。

8. [Deploy] をク リ ッ ク します。
2-50 WebLogic Integration 移行ガイ ド



手順 11. アプリケーシ ョ ン  ビューのデプロイ
自動デプロイ アプリケーシ ョン ビュー

この手順では、 2-11 ページの 「手順 6. データベースの移行」 で WebLogic 
Integration 7.0 にコンバート されたデータベースに格納されたアプリ ケーシ ョ ン  
ビューを自動的にデプロイします。

アプ リ ケーシ ョ ン ビューをデプロイする手順は次のとおりです。

1. （「手順 5. 新しいド メ インの作成およびデータベース情報のコンフ ィグレー
シ ョ ン」 で作成した） 新しいド メ インの WebLogic Integration 7.0 
wlai.properties ファ イルを、 次の手順を実行してバッ クアップします。

a. DOMAIN_HOME\wlai ディ レク ト リに移動します （DOMAIN_HOMEは、 「手順 
5. 新しいド メ インの作成およびデータベース情報のコンフ ィ グレーシ ョ
ン」 で作成したド メ インのパス名を表す）。

b. プラ ッ ト フォームに合わせて適切な手順を実行し  wlai.properties ファ
イルの名前を wlai.properties.70 に変更します。

� Windows:

rename wlai.properties wlai.properties.70

� UNIX:

mv wlai.properties wlai.properties.70

2. WebLogic Integration 2.1 wlai.properties ファ イルを （2-6 ページの 「手順 
5. 新しいド メ インの作成およびデータベース情報のコンフ ィ グレーシ ョ ン」
で作成した） 新しいド メ インにコピーします。 たとえば、 アプ リ ケーシ ョ ン
で WebLogic Integration 2.1 EAI Domain が使用された場合、
wlai.properties ファ イルを  WLI_HOME\config\eaidomain\wlai ディ レク
ト リから  DOMAIN_HOME\wlai ディ レク ト リにコピーします。 WLI_HOME は 
WebLogic Integration 2.1 ホーム  ディ レク ト リ を表し、 DOMAIN_HOME は 「手

順 5. 新しいド メ インの作成およびデータベース情報のコンフ ィ グレーシ ョ
ン」 で作成したド メ インのパス名を表します。

3. テキス ト  エディ タで wlai.properties ファ イルを開きます。
wlai.appView.deploy プロパティの値と して、 デプロイするアプ リ ケー
シ ョ ン ビューのコンマで区切られた リ ス ト を指定します。 たとえば、
EastCoast.Sales.CustomerManagement および 
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WestCoast.Sales.CustomerManagement アプ リ ケーシ ョ ン ビューをデプロ
イするには、 次のコード  リ ス ト に示す wlai.appView.deploy プロパテ ィを
設定します。

wlai.appView.deploy=EastCoast.Sales.CustomerManagement, 
WestCoast.Sales.CustomerManagement

4. wlai.properties ファ イルから  wlai.appView.deploy プロパティ以外のす
べての他のプロパティ を削除します。

5. プラ ッ ト フォームに合わせて適切な手順を実行し、 2-6 ページの 「手順 5. 新
しいド メ インの作成およびデータベース情報のコンフ ィグレーシ ョ ン」 で作

成した新しい WebLogic Integration 7.0 ド メ インの WebLogic Server インスタ
ンスを開始します。

� Windows システムの場合、 2 種類の方法が存在します。

� メニューからサーバを開始するには次の手順を実行します。

[ スター ト｜ BEA WebLogic Platform 7.0｜ User Projects｜ domain｜

Start Server] を選択します。

� コマンド  ラインで サーバを起動するには、 次の手順を実行します。

startWeblogic.cmd

WebLogic Server のインスタンスが起動される と、 リ ス ト されたアプリ ケー
シ ョ ン ビューは自動的にデプロイ されます。

6. プラ ッ ト フォームに合わせて適切な手順を実行し、 （2-6 ページの 「手順 5. 新
しいド メ インの作成およびデータベース情報のコンフ ィグレーシ ョ ン」 で作

成した） 新しい WebLogic Integration 7.0 ド メ インの WebLogic Server インス
タンスをシャ ッ ト ダウンします。

� Windows:

cd DOMAIN_HOME
stopWeblogic.cmd

� UNIX:

cd DOMAIN_HOME
stopWebLogic

いずれの cd コマンド  ラインでも、 DOMAIN_HOME は （2-6 ページの 「手順 5. 
新しいド メ インの作成およびデータベース情報のコンフ ィ グレーシ ョ ン」 で

作成した） 新しいド メ インのパス名を表し、 domain は 2-6 ページの 「手順 
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5. 新しいド メ インの作成およびデータベース情報のコンフ ィ グレーシ ョ ン」
で作成したディ レク ト リ を表します。

7. 新しいド メ インの WebLogic Integration 7.0 wlai.properties ファ イルを、
次に手順を実行して復元します。

a. DOMAIN_HOME\wlai ディ レク ト リに移動します （DOMAIN_HOMEは、 「手順 
5. 新しいド メ インの作成およびデータベース情報のコンフ ィ グレーシ ョ
ン」 で作成したド メ インのパス名を表す）。

b. プラ ッ ト フォームに合わせて適切な手順を実行し  wlai.properties ファ
イルの名前を wlai.properties.21 に変更します。

� Windows:

rename wlai.properties wlai.properties.21

� UNIX:

mv wlai.properties wlai.properties.21

c. プラ ッ ト フォームに合わせて適切な手順を実行し  wlai.properties.70 
ファ イルを wlai.properties にコピーします。

� Windows:

rename wlai.properties.70 wlai.properties

� UNIX:

mv wlai.properties.70 wlai.properties

手順 12． WebLogic Integration アプリケー
ショ ンの開始およびテスト

WebLogic Integration 7.0 を使用してアプリ ケーシ ョ ンを開始、実行およびテス ト
します。

WebLogic Integration 7.0 サーバを開始したと きに次のよ う な例外が発生した場
合、 SerializedSystemIni.dat ファ イルを再生成する必要があ り ます。

weblogic.security.internal.FileUtilsException: Couldn't rename
DOMAIN_HOME\SerializedSystemIni.dat to
DOMAIN_HOME\SerializedSystemIni.dat42698.old
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このメ ッセージでは DOMAIN_HOME は 2-6 ページの 「手順 5. 新しいド メ インの作
成およびデータベース情報のコンフ ィ グレーシ ョ ン」 で作成した新しいド メ イン

のパス名を表します。

新しい SerializedSystemIni.dat ファ イルの生成方法については 3-8 ページの
「新しい SerializedSystemIni.dat ファ イルの生成」 を参照して ください。

WebLogic Integration 2.1 リポジト リ  データ  ファ
イルをインポートする

2-11 ページの 「手順 6. データベースの移行」 では、 データベースに格納されて
いる  WebLogic Integration 2.1 リポジ ト リ  データは WebLogic Integration 7.0 
フォーマッ ト にコンバート されました。 この節は、WebLogic Integration 2.1 また
は WebLogic Integration 2.1 SP1 のリポジ ト リ  ファ イルに格納された追加のリポ
ジ ト リ情報をインポートする場合に必要とな り ます。

2-11 ページの 「手順 6. データベースの移行」 でのデータベースの移行の一部と
して、wlisystem とい う新しいシステム  ID が wlisystem のパスワード と と もに
作成されました。 新しい ID は WebLogic Integration リ ポジ ト リおよびセキュ リ
テ ィ  レルムの両方に格納されました。 wlisystem システム ID は、 WebLogic 
Integration 2.1 および WebLogic Integration 2.1 SP1 の wlcsystem および 
wlpisystem システム  ID を置き換えます。

WebLogic Integration 2.1 または WebLogic Integration 2.1 SP1 リ ポジ ト リ  データ  
ファ イルを  WebLogic Integration 7.0 リポジ ト リにインポートする前に  リポジ ト
リ  データ  ファ イルの LC 要素のシステム パスワード属性を  wlisystem の現在のパ
スワードに反映させるために変更する必要があ り ます （WebLogic Integration 2.1 
および WebLogic Integration 2.1 SP1 では、 LC 要素のシステム パスワード属性に
よって指定された値は、 wlcsystem システム  ID のパスワード）。

次の リ ス トに示すよ うに、 wlisystem システム ID のパスワードを反映するよ
う、 リ ポジ ト リ  データ  ファ イルの WLC 要素のシステム パスワード属性を設定し
ます （wlisystem システム  ID のパスワードは、 B2B Console を使用して 
wlisystem パスワードを変更した場合を除き、 wlisystem ）。
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コード  リス ト  2-6   システム パスワードの設定

<?xml version="1.0"?>
<!DOCTYPE wlc SYSTEM "WLC.dtd">
<wlc

large-msg-support-on="OFF"
large-msg-min-size="0"
large-msg-location="c:\temp"
system-password="wlisystem"
>

WebLogic Integration リポジ ト リ  およびセキュ リテ ィ  レルムの両方で wlisystem 
に対して同じパスワードを指定する必要があ り ます。 これらの 2 つのコピーを同
期しないと、 WebLogic Integration の WebLogic Integration インスタンスを起動
したと きに問題が発生する場合があ り ます。 これらの 2 つのコピーが同期されて
いる こ と を確認するために、パスワードを変更するたびに B2B Console を使用し
て ください。 変更を加える と、 B2B Console はセキュ リ テ ィ  レルムおよび 
WebLogic Integration リポジ ト リの両方でパスワードが保存されます。

リポジ ト リ  データ  ファ イルをインポートする と、 システム パスワード属性の値

が、 リポジ ト リの wlisystem システム ID のパスワードをオーバーライ ド しま
す。セキュ リテ ィ  レルムの wlisystem システム ID のパスワードはアップデート
されません。WebLogic Integration Administration Console を使用して wlisystem 
パスワードを変更した場合、 セキュ リ テ ィ  レルムでのみ wlisystem のパスワー
ドが変更されます。
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3 移行に関するその他のトピック

この章の内容は以下のとおりです。

� ク ラスタ化

� Application Integration アダプタ  EAR ファ イルのコンフ ィグレーシ ョ ン

� ト ラ ステッ ド  リ レーシ ョ ンシップ

� RosettaNet スキーマの変更点

クラスタ化

ク ラスタ化は、 BPM (Business Process Management) によってサポート されてお
り、 アプ リ ケーシ ョ ン統合機能は、 WebLogic Integration 2.1、 2.1 SP1、 および 
7.0 で提供されています。 7.0 ク ラスタ  アプリ ケーシ ョ ンのコンフ ィ グレーシ ョ
ン要件は、 2.1 または 2.1 SP1 ク ラスタ  アプリ ケーシ ョ ンの要件とは異なってお
り、 その結果 2.1 および 7.0 リ リースの config.xml ファ イルのク ラスタ化セク
シ ョ ンが異なり ます。 また、 WebLogic Integration 7.0 は WebLogic Integration に
よって提供された B2B 機能のク ラスタ化をサポート しています。

WebLogic Integration ク ラスタ  アプリ ケーシ ョ ンを リ リース  2.1 または 2.1 SP1 か
ら リ リース 7.0 に移行する場合、 まずク ラスタ化が使用可能な状態で新しい 
WebLogic Integration ド メ インを作成し、次に 2-14 ページの 「手順 7． WebLogic 
Integration アプリ ケーシ ョ ンのコンポーネン ト の移行」 に記載する （JMS キュー
などの） アプ リ ケーシ ョ ン固有のエンティテ ィ を移行する必要があ り ます。 ク ラ
スタ化を使用可能にした状態で WebLogic Integration ド メ インを作成する方法に
ついての詳細は 『WebLogic Integration ソ リ ューシ ョ ンのデプロイ メ ン ト 』 の
「ク ラスタ  デプロイ メ ン トのコンフ ィ グレーシ ョ ン」 を参照して ください。

ク ラスタ化に関連するコンフ ィグレーシ ョ ン要件は、 次の BPM リ ソースではリ
リース  7.0 で変更されました。

� JMS 接続ファ ク ト リ
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� JMS サーバ

� WebLogic Integration 7.0 の分散送り先である  JMS 送り先 BPM ク ラスタ  コ
ンフ ィグレーシ ョ ンでは次の分散送り先が必要です。

� BPM 監査 ト ピ ッ ク （com.bea.wli.bpm.AuditTopic)

� BPM エラー ト ピ ッ ク （com.bea.wli.bpm.ErrorTopic)

� BPM 通知 ト ピ ッ ク （com.bea.wli.bpm.NotifyTopic)

� BPM イベン ト  キュー （com.bea.wli.bpm.EventQueue）

� BPM イベン ト検証キュー （com.bea.wli.bpm.ValidatingEventQueue）

� wli エラー キュー （com.bea.wli.FailedEventQueue)

ク ラスタ化に関連するコンフ ィ グレーシ ョ ン要件は、 次のアプリ ケーシ ョ ン統合
リ ソースではリ リース  7.0 で変更されました。

� JMS 接続ファ ク ト リ

� JMS サーバ

� WebLogic Integration 7.0 の分散送り先である  JMS 送り先アプ リ ケーシ ョ ン
統合ク ラスタ  コンフ ィグレーシ ョ ンでは次の分散送り先が必要です。

� wlai イベン ト  キュー （com.bea.wlai.EVENT_QUEUE）

� wlai イベン ト  ト ピッ ク （com.bea.wlai.EVENT_TOPIC）

� wlai 非同期要求キュー （com.bea.wlai.ASYNC_REQUEST_QUEUE）

� wlai 非同期応答キュー （com.bea.wlai.ASYNC_RESPONSE_QUEUE）

� wli エラー キュー （com.bea.wli.FailedEventQueue)

詳細については 『WebLogic Integration ソ リ ューシ ョ ンのデプロイ メ ン ト 』 の
「WebLogic Integration ク ラスタについて」 にある 「JMS リ ソース」 を参照して
ください。
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Application Integration アダプタ  EAR ファ
イルのコンフ ィグレーショ ン

この節では、 サンプル WebLogic Integration 7.0 アプリ ケーシ ョ ンで使用する  
Application Integration アダプタの EAR ファ イルのコンフ ィグレーシ ョ ン手順を
説明します。 このサンプルは次にシナ リオに基づきます。

Acme とい う  WebLogic Integration 2.1 の顧客が WebLogic Integration アプ リ ケー
シ ョ ンを  WebLogic Integration 7.0 に移行する と します。Acme アプリ ケーシ ョ ン
には、 ACME_DBMS とい う リ レーシ ョナル データベース  アダプタを使用する  
EastCoast.Sales.CustomerManagement とい う アプ リ ケーシ ョ ン ビューが 1 つ含ま
れています。 ACME_DBMS アダプタは Acme の IT 開発者によって開発されま
した。

Acme アプリ ケーシ ョ ンの Application Integration アダプタ  EAR ファ イルのコン
フ ィグレーシ ョ ンを行うには、 次いずれかを実行します。

� 新しいド メ インのコンフ ィグレーシ ョ ン  ファ イルを編集する

� WebLogic Server Deployer を呼び出す

� ク ラスタ環境でアダプタ  EAR ファ イルをデプロイする場合、 『WebLogic 
Integration ソ リ ューシ ョ ンのデプロイ メ ン ト 』 の 「WebLogic Integration ク
ラスタについて」 にある 「アダプタのデプロイ メ ン ト 」 の手順に従います。

新しいド メインのコンフ ィグレーション ファイル
を編集する

（2-6 ページの 「手順 5. 新しいド メ インの作成およびデータベース情報のコン
フ ィグレーシ ョ ン」 で作成した） 新しいド メ インの config.xml ファ イルを開
き、 アダプタのコンフ ィ グレーシ ョ ン情報を追加します。 手順は、 次のとおりで

す。

1. テキス ト  エディ タでアダプタ  EAR ファ イルをデプロイした  WebLogic 
Integration 2.1 アプ リ ケーシ ョ ン  config.xml ファ イルを開きます。
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2. 次の A ｃme の例のリ ス トに示すとおり、 （Application 要素の一部と して） ア
ダプタ  EAR ファ イルをデプロイするファ イルのセクシ ョ ンをコピーします。

コード  リスト  3-1   アダプタ  EAR ファイルの WebLogic Integration 2.1 のデプ
ロイ

<Application Deployed="true" Name="ACME_DBMS" Path="d:\ACME_DBMS.ear">
<ConnectorComponent Name="ACME_DBMS"

Targets="myserver"
URI="ACME_DBMS.rar"/>

<WebAppComponent Name="DbmsEventRouter"
Targets="myserver"
URI="DbmsEventRouter.war"/>

<WebAppComponent Name="ACME_DBMS_Web"
Targets="myserver"
URI="ACME_DBMS_Web.war"/>

</Application>

3. （2-6 ページの 「手順 5. 新しいド メ インの作成およびデータベース情報のコン
フ ィ グレーシ ョ ン」 で作成した） 新しい WebLogic Integration 7.0 ド メ インの 
config.xml ファ イルを開き、 Application 要素を貼 り付けます。

4. 次の図に太字で表示されている とおり、 Application 要素に TwoPhase 属性を
追加します。 この要素の値を "true" に設定します。

コード  リスト  3-2   Application 要素への TwoPhase 属性の追加

<Application Deployed="true" Name="ACME_DBMS" TwoPhase="true" 
Path="d:\ACME_DBMS.ear">

5. EAR ファ イルの場所が変更された場合、 次の図の太字で表示されたとおり、
アダプタの Application 要素の Path 属性を更新します。
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コード  リス ト  3-3   EAR ファイルのパスの更新

<Application Deployed="true" Name="ACME_DBMS" TwoPhase="true" 
Path="c:\adk\ACME_DBMS.ear">

警告 : アダプタ  EAR ファ イルが WebLogic Integration 2.1 または 
WebLogic Integration 2.1 SP1 インス トールのホーム  ディ レク ト リ
にある場合 （たとえば、 Windows システムの %WLI_HOME%\lib）、

c:\adk などの WebLogic Integration 2.1 インス トール外の場所に移
動するこ とをお勧めします。

6. アダプタの Application 要素の Targets 要素の設定を （2-6 ページの 「手

順 5. 新しいド メ インの作成およびデータベース情報のコンフ ィ グレーシ ョ
ン」 で作成した） 新しいド メ インのサーバ名と一致するよ う更新します。 た
とえば、 ド メ インが WLI ド メ イン テンプレー トから作成された場合、 サー
バ名は次のリ ス トの例で太字表示されている とおり、 myserver に設定され
ます。

コード  リス ト  3-4   Config.xml ファイルからのサーバ名の取得

<Domain Name="mydomain">
<!-- Domain log -->
<Log FileName="c:/bea/user_projects/mydomain/logs/mydomain.log" 

Name="mydomain"/>
<Server ListenPort="7001"

Name="myserver"
TransactionLogFilePrefix="c:/bea/user_projects/mydomain/logs/" 
NativeIOEnabled="true">

.

.

.
</Domain>

次の リ ス ト に太字で表示されているよ うに、 アダプタの Application 要素
の Targets 属性の設定を更新します。
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コード  リスト  3-5   Targets 属性の更新

<Application Deployed="true" TwoPhase="true" Name="ACME_DBMS" 
Path="c:\adk\ACME_DBMS.ear">

<ConnectorComponent Name="ACME_DBMS"
Targets="myserver"
URI="ACME_DBMS.rar"/>

<WebAppComponent Name="DbmsEventRouter"
Targets="myserver"
URI="DbmsEventRouter.war"/>

<WebAppComponent Name="ACME_DBMS_Web"
Targets="myserver"
URI="ACME_DBMS_Web.war"/>

</Application>

WebLogic Server Deployer を呼び出す

WebLogic Server Deployer コマンド  ライン ユーテ ィ リ テ ィ を使用してアダプタ  
EAR をデプロイ します。 たとえば、Windows システムの ACME_DBMS.ear ファ イ
ルをデプロイするには、 次のコマンドを使用します。

java -classpath %BEA_HOME%\weblogic700\lib\weblogic.jar
weblogic.Deployer -adminurl
http://wls_admin_host:wls_admin_port -user wls_admin_user
-password wls_admin_pass -verbose -stage -activate -source
c:\adk\ACME_DBMS.ear -name ACME_DBMS -targets server_name

表 3-1  Deployer の例で使用される代替可能な文字列

文字列 説明

BEA_HOME Windows システムの c:\bea などの、 BEA 製品ソフ ト
ウェアがインス トールされるディレ ク ト リ。

wls_admin_host 使用されている  WebLogic Server インスタンスのホス ト
名または IP アド レス。

wls_admin_port 使用される  WebLogic Server インスタンスのポート番号。
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Deployer ユーティ リ テ ィの詳細については、『WebLogic Server アプリ ケーシ ョ ン
の開発』 の 「WebLogic Server デプロイ メ ン ト 」 にある 「デプロイ メ ン ト  ツール
および手順」 を参照して ください。 このマニュアルは、 BEA WebLogic Server マ
ニュアル セッ トの次の URL にあ り ます。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/programming/deployi
ng.html

警告 : DBMS Sample Adapter は WebLogic Integration のリ リース  7.0 で変更され
ました。 これによ り、 このアダプタのアプ リ ケーシ ョ ン ビューに影響す
る場合があ り ます。 詳細については 『アダプタの開発』 の 「WebLogic 
Integration 7.0 へのアダプタの移行」 にある 「要求データを必要と しない

サービスに対する  DBMS サンプル アダプタの変更」 を参照して くださ
い。

Application Integration アダプタの移行の詳細については、 『アダプタの開発』 の
「WebLogic Integration 7.0 へのアダプタの移行」 を参照して ください。

wls_admin_user WebLogic Server Adminstration Console にログインする
ために使用するユーザ名 （この名前は 2-6 ページの 「手
順 5. 新しいド メ インの作成およびデータベース情報のコ
ンフ ィグレーシ ョ ン」 でド メ インを作成するためにコン

フ ィグレーシ ョ ン  ウ ィザードを使用したと きに指定した
ユーザ名）。

wls_admin_pass WebLogic Server Adminstration Console にログインする
ためのパスワード （2-6 ページの 「手順 5. 新しいド メ イ
ンの作成およびデータベース情報のコンフ ィグレーシ ョ

ン」 でド メ インを作成するためにコンフ ィグレーシ ョ ン  
ウ ィザードを使用したと きに指定したパスワード）。

server_name 2-6 ページの 「手順 5. 新しいド メ インの作成およびデー
タベース情報のコンフ ィグレーシ ョ ン」 で作成したド メ

インのサーバ名。

文字列 説明
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3 移行に関するその他のト ピッ ク
ト ラステッ ド  リレーションシップ

WebLogic Server ト ラステッ ド  リ レーシ ョ ンシップのセキュ リ テ ィ  モデルは、
WebLogic Server のリ リース  7.0 で変更されました。 （ク ラ イアン ト と して機能し
ている） WebLogic 7.0 サーバは、 別のド メ インの別の WebLogic 7.0 サーバを認
証します。 いずれのド メ インも  SecurityConfigurationMBean に同じ  
Credential 属性を持つ必要があ り ます。 異なる場合、 次の例外が送出されます。
java.lang.SecurityException Invalid Subject. 

次のいずれかの方法でド メ インの Credential 属性を変更できます。

� WebLogic Server Administration Console を使用して資格を変更します。 詳細
については、 『BEA WebLogic Server 管理者ガイ ド 』 を参照して ください。 こ
のマニュアルは、 BEA WebLogic Server マニュアル セッ ト の次の URL にあ
り ます。

http://edocs.beasys.co.jp/e-docs/wls/docs70/admin.html

� テキス ト  エディ タで config.xml ファ イルを開き、 次の要素の資格を変更し
ます。

<SecurityConfiguration Credential=”foobar” Name=”mydomain”/>

注意 : ク リ ア テキス ト資格は、最初に config.xml ファ イルが生成されたと
きに暗号化されます。

新しい SerializedSystemIni.dat ファイルの
生成

WebLogic Integration 7.0 サーバを開始したと きに次のよ うな例外が発生した場
合、 SerializedSystemIni.dat ファ イルを再生成する必要があ り ます。

weblogic.security.internal.FileUtilsException: Couldn't 
rename DOMAIN_HOME\SerializedSystemIni.dat to
DOMAIN_HOME\SerializedSystemIni.dat42698.old
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新しい SerializedSystemIni.dat フ ァ イルの生成
これらのメ ッセージでは DOMAIN_HOME は 2-6 ページの 「手順 5. 新しいド メ イン
の作成およびデータベース情報のコンフ ィグレーシ ョ ン」 で作成した新しいド メ

インのパス名を表します。

ド メ インに新しい SerializedSystemIni.dat ファ イルを生成するには、 次の手
順を実行します。

1. ド メ インの存在するディ レク ト リに移動します。

cd DOMAIN_HOME

DOMAIN_HOME は 2-6 ページの 「手順 5. 新しいド メ インの作成およびデータ
ベース情報のコンフ ィグレーシ ョ ン」 で作成した新しいド メ インのパス名を

表します。

2. config.xml ファ イルを開き、 Credential 属性から暗号化されたセクシ ョ ンを
削除します。 たとえばコード  リ ス ト  3-6 に表示されているコンフ ィグレー
シ ョ ン セクシ ョ ンを削除し、 コード  リ ス ト  3-7 に表示されているコンフ ィ グ
レーシ ョ ン セクシ ョ ンに置き換えます。

コード  リス ト  3-6   暗号化された Credential 要素

<EmbeddedLDAP
Credential="{3DES}CUnX5jDsmxluwzO45cb+kErCo+3pa92oXcPZl8L23pwx" 

Name="mydomain"/>
<SecurityConfiguration Credential="{3DES}aKaA3CEY4TIx" Name="mydomain"/>

コード  リス ト  3-7   Credential 要素から削除された暗号化箇所

<EmbeddedLDAP
Credential="" Name="mydomain"/>
<SecurityConfiguration Credential="" Name="mydomain"/>

3. fileRealm.properties ファ イルのコピーを作成し、 プラ ッ ト フォームに合
わせて適切なコマンドを実行してコピー fileRealm.properties.src を呼
び出します。

� Windows:

copy fileRealm.properties fileRealm.properties.src
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3 移行に関するその他のト ピッ ク
� UNIX:

cp fileRealm.properties fileRealm.properties.src

4. プラ ッ ト フォームに合わせて適切なコマンドを実行して  boot.properties 
ファ イルを削除します。

� Windows:

delete boot.properties

� UNIX:

rm boot.properties

5. プラ ッ ト フォームに合わせて適切なコマンドを実行して  
SerializedSystemIni.dat ファ イルの名前を変更します。

� Windows:

rename SerializedSystemIni.dat SerializedSystemIni.dat.old

� UNIX:

mv SerializedSystemIni.dat SerializedSystemIni.dat.old

6. fileRealm.properties.src ファ イルを開き、 すべてのハッシュ  パスワー
ドをク リ ア テキス ト  パスワードに変更します （パスワードは 
user.user_name 要素によって設定されます。 user_name は次のリ ス トの一
部に太字表示されているよ うに、 ユーザ ID を表す）。 たとえばコード  リ ス ト  
3-8で暗号化されたパスワードを削除し、 コード  リ ス ト  3-9 に示すよ うに、
テキス ト  バージ ョ ンに置き換えます。

コード  リスト  3-8   暗号化されたパスワードを持つ fileRealm.properties ファイ
ルのリストの一部

group.ConfigureSystem=admin,joe,mary,guest,wlisystem
acl.lookup.weblogic.jndi.weblogic.fileSystem=everyone
acl.enablermonitor.WLCAdmin=admin
user.joe=0xa078cb45e6f6c4eefdd1f14495ff739b5536904c
group.DeleteTemplate=admin,joe,mary,guest,wlisystem
group.AdministerUser=admin,joe,mary,guest,wlisystem
group.Deployers=Administrators
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RosettaNet スキーマの変更点
コード  リス ト  3-9   クリア テキスト  のパスワードを持つ fileRealm.properties 
ファイルのリストの一部

group.ConfigureSystem=admin,joe,mary,guest,wlisystem
acl.lookup.weblogic.jndi.weblogic.fileSystem=everyone
acl.enablermonitor.WLCAdmin=admin
user.joe=password
group.DeleteTemplate=admin,joe,mary,guest,wlisystem
group.AdministerUser=admin,joe,mary,guest,wlisystem
group.Deployers=Administrators

7. プラ ッ ト フォームに合わせて適切なコマンドを実行して 
SerializedSystemIni.dat ファ イルの名前を変更します。

� Windows:

rename SerializedSystemIni.dat SerializedSystemIni.dat.old

� UNIX:

mv SerializedSystemIni.dat SerializedSystemIni.dat.old

8. FileRealm ユーティ リテ ィを使用して  SerializedSystemIni.dat ファ イル
を再生成します。 具体的には、 次のコマンドを実行します。

java weblogic.security.internal.acl.FileRealm
fileRealm.properties SerializedSystemIni.dat

RosettaNet スキーマの変更点

WebLogic Integration では RosettaNet メ ッセージのスキーマ検証が提供されてい
ます。 WebLogic Integration 2.1 および WebLogic Integration 2.1 SP1 の検証のス
キーマは、 W3C (World Wide Web Consortium) XSD (2000 XML Schema 
Definitions) スキーマに基づきます。 WebLogic Integration 7.0 の検証のスキーマ
は、 W3C (World Wide Web Consortium) XSD (2001 XML Schema Definitions) ス
キーマに基づきます。

RosettaNet メ ッセージは 2 つの部分で構成されています。 メ ッセージ  ヘッダ 
XML ドキュ メン ト （サービス ‐ヘッダ） および XML ビジネス  ドキュ メ ン ト ま
たはペイロードです。 メ ッセージ  ヘッダ XML ドキュ メ ン トおよび XML ビジネ
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3 移行に関するその他のト ピッ ク
ス  ドキュ メ ン ト の両方を検証するために使用する  XSD スキーマは、 W3C 2001 
XSD スキーマを使用するよ うにコンバート されました。 WebLogic Integration 
メ ッセージの検証のためのスキーマを開発した場合、 2001 XSD スキーマを使用
するよ うに更新する必要があ り ます （スキーマは、 コード  リ ス ト  3-11 または
コード  リ ス ト  3-12で示すスキーマ要素で始まる必要がある）。 WebLogic 
Integration 7.0は、 2001 XSD スキーマの RosettaNet メ ッセージの検証のみサ
ポート しています。

RosettaNet メ ッセージの検証スキーマは、
WLI_HOME\lib\xmlschema\rosettanet ディ レク ト リにあ り ます （WLI_HOME は 
WebLogic Integration ホーム ディ レク ト リ を表す）。

2000 XSD スキーマは、 次の リ ス ト のスキーマ要素から始ま り ます。

コード  リスト  3-10   2000 XSD スキーマ要素

<schema xmlns="http://www.w3.org/2000/10/XMLSchema">
<!-- schema content goes here -->

</schema>

2001 XSD スキーマは、 コード  リ ス ト  3-11 またはコード  リ ス ト  3-12 に示すス
キーマ要素に類似したものから始ま り ます。 コード  リ ス ト  3-12の XSD スキー
マ要素は、 XSD スキーマの要素を完全に修飾するためにネームスペース  xsd を
使用します。

コード  リスト  3-11   2001 XSD スキーマ要素

<schema xmlns="http://www.w3.org/2001/XMLSchema">
<!-- schema content goes here -->

</schema>

コード  リスト  3-12   xsd ネームスペースの付いた 2001 XSD スキーマ要素

<xsd:schema xmlns:xsd="http://www.w3.org/2001/XMLSchema">
<!-- schema content goes here -->

</schema>
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RosettaNet スキーマの変更点
xml: ネームスペース

WebLogic Integration 7.0 では xml: ネームスペースの使用をサポート していま
す。 xml: ネームスペースは、 次の属性名を含む標準 W3C ネームスペースです。

� xml:lang －使用される自然言語を識別します。

� xml:space －空白が要素にと って重要であるかを指定します。

� xml:base － XML 文書の部分のベース  URI を定義します。

WebLogic Integration 2.1 または 2.1 SP1 XSD スキーマ ファ イルでは、 次のよ う
に、 xml:lang は文字列にコンバート されます。

<xsd:attribute name=”xml:lang” type=”xsd:string”/>

WebLogic Integration 7.0 XSD スキーマ ファ イルでは、 xml:lang の値は xml: 
ネームスペース によって決定されます。 メ ッセージの検証のために独自のスキー
マを開発した場合、 次のリ ス ト に示すよ うに、 xml:lang 属性を変更して くださ
い。

<xsd:attribute ref=”xml:lang”/>

デフォル トでは WebLogic Integration 7.0 は、xml: ネームスペース XSD スキーマ
を次の標準 xml: ネームスペース  URL でからではな く、 ローカル ファ イルシス
テムから取得します。

http://www.w3.org/2001/xml.xsd

ローカル ファ イルシステムでネームスペースをルッ クアップするこ とによ り、
パフォーマンスが向上し、 ネッ ト ワーク  ト ラフ ィ ッ クが軽減されます。

URL からではな く ローカル ファ イルシステムからスキーマを取得するこ とによ
り、 WebLogic Integration 7.0 ではネッ ト ワーク  ト ラフ ィ ッ クを軽減してパ
フォーマンスを向上させる こ とができます。 たとえば、 次のリ ス トに示すよ う

に、 0A1_MS_V02_00_FailureNotification.xsd スキーマによって 
schemaLocation 属性値を schemas/xml.xsd に設定します。 この設定によ り、
xml: ネームスペース スキーマは、 ローカル ファ イルシステムから取得されま
す。
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コード  リスト  3-13   ローカル スキーマを使用した 
0A1_MS_V02_00_FailureNotification.xsd

<?xml version = "1.0" encoding = "UTF-8"?>
<xsd:schema xmlns:xsd = "http://www.w3.org/2001/XMLSchema">
<xsd:import namespace = "http://www.w3.org/XML/1998/namespace"
schemaLocation = "schemas/xml.xsd"/>
.
.
.

コード  リ ス ト  3-14では、 schemaLocation 属性の値は 
http://www.w3.org/2001/xml.xsd です。 この設定が使用された場合、
WebLogic Integration では、 URL を使用して xml: ネームスペース  スキーマが取
得されます。

コード  リスト  3-14   URL スキーマ を使用した 
0A1_MS_V02_00_FailureNotification.xsd

<?xml version = "1.0" encoding = "UTF-8"?>
<xsd:schema xmlns:xsd = "http://www.w3.org/2001/XMLSchema">
<xsd:import namespace = "http://www.w3.org/XML/1998/namespace"
schemaLocation = "http://www.w3.org/2001/xml.xsd"/>
.
.
.

URL から  xml: ネームスペースを検証する場合、
WLI_HOME\lib\xmlschema\rosettanet ディ レ ク ト リの XSD スキーマ ファ イル
を標準の xml: ネームスペース  URL に schemaLocation 属性の値を設定する  
XSD スキーマ ファ イル セッ ト に置き換えるこ とができます。 手順は、 次のとお
りです。

1. プラ ッ ト フォームに合わせて適切なコマンドを実行して、 RosettaNet XSD ス
キーマ ディ レク ト リに移動します。

� Windows:

cd WLI_HOME\lib\xmlschema\rosettanet
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� UNIX:

cd WLI_HOME/lib/xmlschema/rosettanet

いずれのコマンド  ラ インの場合でも、 WLI_HOME は、 WebLogic Integration 
ホーム ディ レ ク ト リ を表します。

2. プラ ッ ト フォームに合わせて適切なコマンドを実行して、 バッ クアップ ディ
レク ト リ を作成します。

� Windows:

md backup

� UNIX:

mkdir backup

3. プラ ッ ト フォームに合わせて適切なコマンドを実行して、 ローカル xml: 
ネームスキーマ ファ イルにポイン トする  XSD スキーマ ファ イルをバッ ク
アップ ディ レ ク ト リに移動します。

� Windows:

move *.xsd backup

� UNIX:

mv *.xsd backup

4. 標準の xml: ネームスペース URL にポイン トする  XSD スキーマ ファ イルを
抽出します。

jar xvf schemas.jar

追加の 2001 XSD スキーマの変更点

独自のメ ッセージ検証のスキーマを開発する場合、 スキーマに次の変更を加える

必要がある場合があ り ます。

� appInfo 要素を  documentation 要素に置き換えます。 この置き換えは DTD 
グラマーでの変更に対応するために WebLogic Integration 7.0 スキーマで行
われました。

� 次の例のリ ス ト のとおり、 content=゛elementOnly゛ および content=゛
textOnly゛ 属性を削除します。
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コード  リス ト  3-15   2000 XSD スキーマの例（WebLogic Integration 2.1 または 
2.1 SP1）

<xsd:complexType content = "elementOnly">
<xsd:choice>

<xsd:element ref = "GlobalLocationIdentifier"/>
<xsd:group ref = "StreetAddress"/>
<xsd:group ref = "GlobalLocationIdAndStreetAddress"/>

</xsd:choice>

コード  リスト  3-16   2001 XSD スキーマの例 （WebLogic Integration 7.0）

<xsd:complexType>
<xsd:choice>

<xsd:element ref = "GlobalLocationIdentifier"/>
<xsd:group ref = "StreetAddress"/>
<xsd:group ref = "GlobalLocationIdAndStreetAddress"/>

</xsd:choice>
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